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で
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み
崖
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。　

交
代
瞬
間
が
二
卜
秒
の
た
め
、
腋

活
鋸
の
大
き
な
入
ん
集
め
た
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ム

が
烹
泣
入
籔
し
濠
し
た

　
役
興
チ
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ム
も
飛
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り
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た
が
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飽
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し
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．
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ち
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で
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、
逃
げ
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イ
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新
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。
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．
灘
に
せ
ず
、
友
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、
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り
当
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り
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た
。

　
綱
を
引
く
直
繭
ま
で
は
欝
の
冷
た

さ
を
織
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ー
張

り
始
め
る
と
冷
た
さ
を
忘
れ
て
一
生

懸
命
引
い
て
い
ま
し
た
。

）告
　
裸
足
に
な
れ
ば
誰
で
も
滲
加
で
き

る
「
、
上
が
ま
ん
レ
ー
ス
し
は
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
で
決
勝
進
出
潴
を
決
め
、

決
勝
は
「
せ
ん
べ
い
食
べ
競
争
し
を

し
ま
し
た
，

　
せ
ん
べ
い
は
．
彌
す
れ
す
れ
の
隅

さ
に
あ
り
、
腹
瀞
、
滋
い
に
な
っ
て
食
べ

て
い
る
入
も
い
ま
し
た
。

　
渇
い
た
曝
を
う
る
お
す
瀞
．
h
マ

飲
み
ザ
レ
…
」
は
、
三
人
一
継
で
大

人
は
ビ
ー
ル
大
び
ん
、
子
供
は
サ
イ

ミニソ》に乗って素手で箭へ進むアメ1ノカンズ
カツフゆ根チi牲蜜疲：

アメ覧｝カン　僻版のス好

灘
鱗

縫
．
騒

ソリ乗りは子供たちに大人気
灘灘欝　　　　　　　　　　撫

長いスト隣・一でビールを飲みました

逃げまわるイワナはなかなか

つかまりませんでした

3



l
F
①
1

　
八
月
十
二
環
か
ら
牽
鴛
照
ま
偽
、
、

夏
の
松
之
覇
醤
険
掌
校
が
打
孝
れ
ま

し
た
。

　
参
煽
爵
は
蓑
、
　
躍
険
ク
ラ
ゾ
．
．
、
十

置
名
、
賄
内
の
旧
羅
・
生
徒
七
名
の

計
脳
十
二
名
で
し
た
黎

　
ー
畷
険
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
は
午
・
後
一
晒

に
大
厳
轡
燭
原
へ
到
着
す
る
予
足
で

し
た
が
、
関
越
、
郷
速
道
路
で
滞
憲
の

渋
滞
に
あ
い
約
二
時
闇
遅
れ
て
到
肇

し
ま
し
た
．

　
簡
単
な
闘
校
式
の
あ
と
、
真
憂
の

雲
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
場
所
へ
移
動

し
、
残
っ
、
て
い
た
聾
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　
夕
方
に
な
る
と
班
ご
と
に
テ
ン
ト

を
立
て
、
夕
食
の
カ
レ
…
ラ
イ
ス
を

作
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
飯
禽
炊
飯
観
慣
れ
て

お
り
、
火
の
繍
滅
を
調
鰹
し
な
が
ら

上
手
に
焚
上
げ
ま
し
た
．

　
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
人
さ
ん
か
ら
、

松
之
由
の
歴
史
や
漁
謡
を
聞
い
た
あ

と
テ
ン
ト
に
入
り
ま
し
た
が
、
夜
遅

く
ま
で
に
ぎ
や
か
な
揖
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　
牽
三
溝
は
松
欝
の
、
松
之
虫
遊
趨

蘇
究
所
（
欝
年
の
家
ご
へ
移
動
し
、

薪
翻
り
や
魚
の
薫
製
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
八
蒋
過
ぎ
か
ら
撫
掛
本

を
欝
ち
、
大
き
な
声
で
松
繕
地
内
の

家
々
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し

た
汽
．

　
十
幽
縫
は
朝
食
前
紅
美
人
林
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
、
枯
れ
技
や
ゴ

ミ
な
ど
を
爾
の
な
か
捻
い
ま
し
た
。

　
地
沈
の
子
供
た
ち
は
昼
食
鍛
帰
肇

し
ま
し
た
が
、
欝
険
ク
ラ
ブ
の
子
供

た
ち
は
近
く
の
畑
で
野
粟
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
、

畿
『
ゐ
臨

　
　
　
　
　
　
、
．
磯

　
畏
雨
の
鰯
簸
で
畑
の
L
が
湿
っ
て

お
り
、
ど
の
乎
供
も
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
肥
料
尽
大
根
の
種
を
蒔
い

て
い
豪
し
た
。

　
夜
は
ド
規
罫
彗
落
の
盆
踊
り
に
参

撫
し
、
楽
し
そ
う
に
踊
り
の
輪
に
加

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
松
之
山
遊
膏
研
究
所
は
習

険
ク
ラ
ブ
の
指
、
聯
　
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ

…
ダ
ー
の
研
修
、
ク
フ
ブ
璽
と
地
元

住
鋭
と
の
交
流
の
場
と
し
て
使
用
さ

れ
る
そ
う
で
す
彰

キャンヅで一番楽しい食事作り

慣れた手つきで米をとぎました

番早～皇瓢る鑛してい溢
どの班力

馨
冨
．
難

濠轟瀬懸無、

埠

4

纏を嚇飛ばせノ

、，癒懸轟纏臨ム
1　　　　轟一ル太露

29チームが熱戦を展開

　
八
月
．
憧
二
旧
町
幾
体
欝
館
で
、

し
ぶ
み
農
協
主
催
の
第
六
回
購
畏
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
五
ブ
臓
ッ
ク
に
分
か
れ
、

劣
女
混
禽
プ
ロ
ッ
ク
に
七
チ
ー
ム
、

礪
牽
歳
以
烹
ブ
ロ
ッ
タ
に
ヒ
チ
ー
ム
、

女
性
ブ
ロ
ッ
ク
に
照
チ
喜
ム
、
フ
ァ

勲かいボール翻那く
かったようです

ミ
リ
ー
プ
買
ッ
ク
に
閥
チ
ー
ム
、
准

フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
”
ッ
ク
に
七
チ
ー
ム

の
二
十
九
チ
ー
ム
が
参
艇
し
ま
し
た
。

　
調
会
式
が
終
る
と
子
供
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
た
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
大
会

が
始
ま
り
、
約
も
十
人
の
ち
び
っ
こ

た
ち
が
大
き
な
歓
欝
を
上
げ
な
が
ら

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
簸
後
ま
で
残
っ
た
脳
人
は
強
運
の

持
主
で
、
準
決
勝
の
あ
と
鷺
位
決
定

戦
と
決
勝
戦
が
膏
わ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
は
、

チ
ー
ム
数
が
少
な
い
女
性
ブ
ロ
ッ
ク

と
フ
ァ
ミ
リ
…
ブ
ロ
ッ
ク
が
り
ー
グ

戦
、
そ
の
弛
の
プ
囎
ッ
ク
は
予
戦
後

ト
喜
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ル
…
ル
は

簡
単
で
す
が
、
方
肉
姓
の
定
ま
ら
な

い
柔
ら
か
い
ポ
ー
ル
を
、
必
ず
三
回

で
返
球
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

二
回
で
返
え
し
た
リ
ネ
ツ
ト
に
当
て

た
り
と
蕃
労
し
て
い
ま
し
た
ひ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
買
ツ
ク
や
准
フ
ァ

ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
小
さ
な
子
供

た
ち
が
参
癩
し
、
大
き
な
ポ
…
ル
を

一
生
懸
命
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
レ
享
ボ
｝
ル
経
櫛
験
餐
が

い
る
チ
ー
ム
は
強
く
、
蕉
確
な
サ
ー

ブ
や
ス
パ
イ
ク
で
順
当
に
勝
ち
上
っ

て
い
き
ま
し
た
σ

　
決
勝
戦
に
な
る
と
｝
球
一
球
に
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
選
手
た
ち
も

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。

　
な
お
、
各
ブ
獄
ッ
ク
の
成
績
及
び

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
男
女
混
合
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
　
東
川
4
塀

二
位
　
東
川
5
畢

三
位
　
ク
レ
ヨ
ン
リ
瀞
ウ
ち
ゃ
ん

敢
闘
叢
　
上
鍛
泡
E

▼
鶏
牽
歳
以
上
ブ
ロ
ツ
ク

｝
位
上
鍛
池
F

二
位
　
ガ
ン
バ
藤
繕
会

鷺
位
　
　
よ
ろ
こ
び
ラ
イ
フ

敢
醐
賞
東
川
i
弩

▼
女
性
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
藤
鷺
会
マ
リ
ノ
ス

二
位
　
ま
つ
さ
と

蕊
位
　
窒
飛
ぶ
ペ
ン
ギ
ン

敢
闘
賞
　
つ
く
し
B

▼
フ
ァ
ミ
リ
舞
ヅ
翅
ツ
ク

一
位
東
趨
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ザ
・
沢

二
位
　
カ
ジ
ヤ
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

駕
魚
　
シ
モ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

敢
闘
賞
下
川
訴
A

▼
准
フ
ァ
ミ
》
嚢
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
ヴ
ェ
ル
ヂ
ィ
藤
臼
会

二
位
　
東
川
3
畢

三
位
　
上
鰻
瀧
β

敢
鯛
賞
　
上
鍛
池
A

▼
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

一
位
　
俊
藤
智
穂
さ
ん
（
天
水
越
）

二
位
　
小
野
塚
留
美
さ
ん
（
東
鍬
）

三
位
　
樋
臼
玲
奈
さ
ん
（
松
之
山
〉

ナイスレシーブのお父さん
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リ
舞
ヅ
翅
ツ
ク

一
位
東
趨
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ザ
・
沢

二
位
　
カ
ジ
ヤ
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

駕
魚
　
シ
モ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

敢
闘
賞
下
川
訴
A

▼
准
フ
ァ
ミ
》
嚢
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
ヴ
ェ
ル
ヂ
ィ
藤
臼
会

二
位
　
東
川
3
畢

三
位
　
上
鰻
瀧
β

敢
鯛
賞
　
上
鍛
池
A

▼
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

一
位
　
俊
藤
智
穂
さ
ん
（
天
水
越
）

二
位
　
小
野
塚
留
美
さ
ん
（
東
鍬
）

三
位
　
樋
臼
玲
奈
さ
ん
（
松
之
山
〉

ナイスレシーブのお父さん
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創
①
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P

地
域
、
の
活
性
化
に
取
組
む
小
谷
後
継
者
会

　
今
翻
は
、
地
域
の
濡
性
化
に
長
年

真
剣
紅
取
り
総
ん
で
き
ダ
、
い
る
グ
ル

ー
プ
「
小
谷
後
継
潜
会
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　
小
谷
後
継
蓄
、
麟
は
、
深
刻
な
過
錬

現
象
が
あ
・
わ
れ
始
め
た
昭
和
照
十

五
年
の
冬
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
谷
後
継
暫
会
と
い
う
名
称
は
、

「
小
谷
最
後
の
後
継
煮
に
な
る
の
で

は
？
し
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
昨
鰯
矧
め
て
．
繊
の
親

子
の
代
替
り
が
で
き
塞
し
た
。

　
発
足
以
来
、
農
道
の
瀾
遡
運
動
、

伝
統
行
纂
の
復
濡
、
新
闘
の
発
、
脊
、

視
察
研
修
旅
行
、
講
麟
を
撰
い
て
の

勉
強
会
、
讐
能
祭
な
ど
多
鮫
に
渡
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
規
樫
の
活
動
内
．
裕
は
次
の
と
裏
り

で
す
。

一
、
檀
例
の
年
中
行
事

①
一
月
二
購
の
断
年
会

②
一
月
十
蕊
欝
の
ど
ん
ど
焼
き

③
三
月
第
二
土
・
沼
の
慰
安
旅
行

④
五
月
八
環
の
甘
．
謄
会

⑤
九
月
の
秋
祭
り
の
鶏
の
碕
修
旅
行

二
、
小
釜
複
合
化
組
合

　
昭
和
照
十
九
無
韓
五
人
の
メ
ン
バ

ー
で
膿
植
機
の
共
岡
組
禽
を
結
成
し
、

躍
穂
え
の
機
械
化
を
推
進
し
て
き
豪

し
た
。

　
、
鐸
溺
の
膏
．
閉
鱗
鼠
理
が
大
変
な
の
で
、

農
協
こ
育
苗
セ
㌧
〆
タ
…
の
建
設
を
要

望
し
蒙
し
た
が
箋
親
ぜ
ず
、
昭
穂
汽

十
鷹
鐸
に
独
殿
で
鷲
岡
湾
臨
セ
ン
タ

ー
（
二
千
箱
規
礎
）
を
煮
瞬
○
芳
円

で
建
設
し
ま
ー
た
。

　
一
堀
篠
の
繍
袈
ー
召
闘
は
六
名
、
　
利
｝
用
画

横
五
始
、
所
鞍
機
械
は
二
条
細
植
機

工
禽
、
閥
条
磁
槙
機
一
台
、
ト
ラ
ク

タ
ー
｝
台
で
す
磁

三
、
小
谷
植
林
緯
合

　
小
谷
後
継
潜
会
粟
奮
の
財
産
と
し

て
、
昭
瀦
烈
牽
五
鶴
大
鶴
材
鳩
地
区

で
、
成
育
七
爺
鑑
の
植
林
地
約
烈
㎞

を
三
〇
〇
乃
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

　
規
在
二
十
奪
童
の
見
箏
な
杉
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
組
余
．
興
十
照
名
は
、
毎
隼
六
矯
の

第
二
磁
曜
旧
に
管
理
作
業
を
災
施
し

て
い
象
す
が
、
作
叢
は
も
っ
ば
・
下

校
打
ち
で
、
　
一
藏
中
梯
子
の
登
り
降

り
で
大
変
な
璽
野
働
で
す
．

　
し
か
し
、
年
々
成
擾
す
る
杉
林
を

楽
し
み
に
黛
貴
頑
張
っ
て
い
ま
ザ
。

四
、
無
人
帯
の
運
営

　
過
練
地
の
地
域
お
こ
し
は
、
簾
、
本

的
に
は
地
域
の
奮
歴
瀬
鋤
、
蹴
済
漉

動
に
効
粟
を
及
ぽ
す
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　
後
継
餐
会
で
は
、
自
家
野
菜
や
出

菜
の
無
入
直
．
驚
で
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
、
一
平
成
冗
年
翻
月
郡
内
初

の
無
人
櫛
を
醐
撒
し
ま
し
た
。

　
鷺
罫
経
過
し
た
爽
績
で
は
、
年
間

売
ヒ
げ
一
三
〇
乃
円
か
ら
一
八
○
万
’

門
、
　
　
　
　
」
売
上
げ
は
約
流
○
ガ

円
に
達
し
濠
し
た
。

五
、
あ
ん
ぼ
製
造
元
「
地
炉
端
』
の

農
業
委
員
　
相
沢

経
営
に
取
鰻
む

　
数
年
繭
か
ら
無
人
蔀
の
発
展
段
踏

と
し
て
、
襲
産
物
の
か
籍
薫
生
産
臓
取

組
む
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し

た
．　

昨
驚
”
憲
地
区
で
闘
催
さ
れ
た
地

域
お
二
し
講
演
会
の
講
師
、
信
州
大

．
罫
名
嶺
教
授
の
滋
井
袈
裟
聡
氏
の
紹

介
も
あ
り
、
幾
野
県
小
川
村
－
お
や

き
の
璽
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
あ
ん
ぽ
の
製
造
販
、
照
に

取
組
み
た
い
と
い
う
餓
運
が
高
ま
り
、

好調な売上げを誇る無人布

＼
、
、
、
、

亨

こ
の
冬
約
繭
ゼ
鰻
を
試
窪
し
簡
騒
化

ヘ
ハ
の
蹴
田
樺
照
を
深
め
認
泓
ー
し
西
κ
。

　
仲
聞
は
九
人
で
、
今
秋
か
ら
稼
渤

す
る
予
定
で
す
。

　
豪
た
、
近
丸
纏
来
禽
限
会
社
に
し

た
い
と
強
り
切
っ
て
い
豪
す
卿

　
物
を
売
番
難
し
さ
、
き
び
し
歯
望
ゼ
｝

十
分
承
知
し
た
う
え
で
、
豊
か
な
遊

び
心
を
発
揚
し
な
が
ら
仲
問
づ
く
り

を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
著
後
を

生
き
た
い
と
い
う
の
が
《
興
粂
興
の

夢
だ
そ
う
鳳
す
。

昭釈55年に建設された共岡禽苗センター
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β
本
人
の
単
均
簿
命
は
年
々
伸
び

続
け
、
男
性
で
約
七
十
穴
歳
、
女
性

で
約
八
十
二
歳
と
世
界
脊
数
の
長
寿

鰯
と
な
り
ま
し
た
ぴ

　
そ
れ
に
と
も
な
い
葛
齢
化
が
一
段

と
進
み
、
．
陶
齢
餐
癌
鮭
は
燈
々
璽
要

な
諜
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
撫
購
の
蕩
齢
化
灘
は
規
犠
の

ま
ま
推
移
す
る
と
、
　
十
俸
後
に
は
六

十
五
歳
以
上
の
方
が
照
○
％
近
く
を

占
め
、
全
圏
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

超
高
齢
化
購
と
な
り
豪
す
．

　
購
で
は
、
今
年
閥
月
オ
ー
プ
ン
し

た
特
劉
養
護
麿
人
ホ
ー
ム
「
不
彪
醐
し

を
中
核
施
設
と
し
て
位
縷
づ
け
、
命

月
か
ら
併
設
さ
れ
て
い
る
デ
イ
サ
…

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
嬌
め
ま
す
。

　
な
お
、
敬
彰
の
旧
に
は
県
と
時
か

ら
、
七
十
七
歳
・
八
牽
八
歳
・
九
十

五
歳
・
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
々
に
祝

菓
子
や
敬
灘
贔
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
歓
会
編
祉
協
譲
禽
か
ら

も
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
敬
老
鼎
が

贈
ら
れ
ま
す
．

①
福
原
タ
マ
さ
ん
　
　
幽
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
　
隠
溜
）

②
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
　
9
7
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
　
油
屡
〉

③
山
驚
ト
メ
さ
ん
　
9
6
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
倉
　
糠
の
木
）

④
醐
橋
ツ
ル
さ
ん
　
　
騒
歳

　
　
　
　
　
　
　
焚
丞
翻
　
繭
）

⑤
栂
勲
ハ
ル
賦
》
ん
　
　
鱗
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
撫
　
隠
縢
）

⑥
久
保
繊
棚
ヒ
さ
ん
　
鱗
歳

　
　
　
　
　
（
松
之
山
　
新
発
聞
）

⑦
久
保
磁
コ
遡
さ
ん
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
縢
霞
興
工
）

⑧
蕩
橋
シ
勢
さ
ん
　
　
92
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
篇
　
門
七
〉

⑨
栂
撫
貞
濾
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
く
藤
内
私
　
褻
麗
）

⑩
村
由
マ
ツ
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
橋
講
　
新
騰
）

⑪
小
山
啓
治
さ
ん
　
　
鶉
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
巻
薦
）

⑫
小
出
モ
ト
さ
ん
　
　
飢
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
由
　
小
鶴
騰
）

⑬
村
山
隆
蔵
さ
ん
　
　
綴
歳

　
　
　
　
　
（
観
膏
轡
　
金
繊
醗
）

⑭
相
沢
茂
平
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
松
之
山
　
き
ね
や
〉

⑮
蕩
橋
サ
イ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
笛
八
水
島
　
　
煽
彦
六
〉

⑯
滝
沢
テ
フ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
獺
混
名
　
親
家
）

⑰
俊
藤
フ
ク
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
天
水
越
　
水
の
羅
〉

⑱
樋
環
フ
ヂ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
炎
水
島
　
．
兀
眺
）

⑲
璽
野
ヒ
デ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
ド
蝦
漉
隠
墨

⑳
大
晃
ヨ
シ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
下
蝦
池
　
下
畢
場
〉

⑳
池
田
ヨ
シ
ノ
さ
ん
　
9
ひ
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
老
閣
）

※
九
月
｝
融
現
在
講
九
牽
歳
以
上
の

　
方
で
、
、
不
愚
㎜
閣
に
入
断
さ
れ
て
い

　
る
購
内
餓
場
煮
は
、
入
所
蔚
の
住

　
所
で
蜴
載
し
ま
し
た
鄭

　　松之山剛こおける高齢者数

　　　4月1段現在の松之山町の人P3，創6人

1’’”』』’』’臼－’τ『一”－「『顎－3
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地
域
農
業
を
嘗
り
、
國
毘
の
食
糧

の
婁
．
肥
供
給
範
は
、
米
の
全
縫
磁
．
侮

が
ぜ
ひ
必
、
要
で
す
。

　
嬢
詳
灘
盤
麗
爵
米
纐
は
、
　
・
イ
ナ

ス
蒙
建
を
撫
置
き
範
し
、
一
六
八
億

門
の
補
助
金
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
と
は
、
農
臨
・
生
護
蓄
が
ど
う

鐸
荷
土
繊
、
何
す
る
か
で
す
．

　
縁
故
・
贈
答
用
米
に
名
を
階
り
た

不
蕉
規
流
遭
来
を
郷
え
、
時
の
限
農

数
量
を
究
全
消
化
し
、
食
管
絹
度
を

r
り
ま
し
ょ
う
の

　
濠
た
、
不
雛
綴
米
を
売
ら
な
い
・

實
わ
な
い
・
運
ば
な
い
の
三
な
い
運

勲
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
く
ず
米
ま

で
霊
竪
凝
協
へ
患
荷
し
ま
し
よ
う
、

癖
響
．
館

η
マ
　
　
　
　
欝
》

璽
　
　
　
．
　
‘
　
　
　
　
〆
げ
佛
モ
．

　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
｝

餐　
　
　
　
耀
藩
卿
翼

＞
ン

厩
a

・．

㎜
地
鐵
雇
溺
闘
発
助
成
登
を
3
測
編
菟
総
惑
糖

　
松
之
撫
町
は
ム
葬
繭
舅
、
人
鋤
の

滅
少
な
ど
に
と
も
な
い
藝
叢
、
醗
の
設

、
醗
、
整
備
が
特
に
園
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
緩
用
機
会

を
増
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
地
域
と

し
て
、
労
働
大
距
か
ら
特
過
疎
雇
用

改
糀
地
域
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
指
定
に
よ
り
、
町
内
の

礫
胴
保
険
の
適
用
事
業
狂
が
、
鑑
羅
渠

漸
の
施
設
や
設
備
の
新
設
・
増
眠
等

に
要
し
た
費
用
し
の
｝
部
盗
対
し
て
、

「
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
幅
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
療

　
愛
給
で
き
る
毒
業
窯
の
飛
件
と
し

て
、
　
「
窮
叢
断
の
設
蝋
・
整
備
に
と

も
な
い
求
職
暫
を
ズ
驚
勝
の
紹
介
に

よ
り
常
堀
労
働
蕎
と
し
て
腰
入
れ
た

寮
叢
主
し
な
ど
、
繕
種
の
条
件
を
満

た
す
纂
業
主
で
あ
る
こ
と
が
必
要
榔
、

す
。　

窮
難
勝
の
斬
設
。
麟
設
等
の
際
紅

は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
痩
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
．

　
く
わ
し
く
は
、
購
簡
薫
黛
、
濠
た
は

役
場
の
職
叢
係
に
お
問
い
合
わ
せ
／
、

だ
さ
い
。
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創
①
1

P

地
域
、
の
活
性
化
に
取
組
む
小
谷
後
継
者
会

　
今
翻
は
、
地
域
の
濡
性
化
に
長
年

真
剣
紅
取
り
総
ん
で
き
ダ
、
い
る
グ
ル

ー
プ
「
小
谷
後
継
潜
会
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　
小
谷
後
継
蓄
、
麟
は
、
深
刻
な
過
錬

現
象
が
あ
・
わ
れ
始
め
た
昭
和
照
十

五
年
の
冬
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
谷
後
継
暫
会
と
い
う
名
称
は
、

「
小
谷
最
後
の
後
継
煮
に
な
る
の
で

は
？
し
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
昨
鰯
矧
め
て
．
繊
の
親

子
の
代
替
り
が
で
き
塞
し
た
。

　
発
足
以
来
、
農
道
の
瀾
遡
運
動
、

伝
統
行
纂
の
復
濡
、
新
闘
の
発
、
脊
、

視
察
研
修
旅
行
、
講
麟
を
撰
い
て
の

勉
強
会
、
讐
能
祭
な
ど
多
鮫
に
渡
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
規
樫
の
活
動
内
．
裕
は
次
の
と
裏
り

で
す
。

一
、
檀
例
の
年
中
行
事

①
一
月
二
購
の
断
年
会

②
一
月
十
蕊
欝
の
ど
ん
ど
焼
き

③
三
月
第
二
土
・
沼
の
慰
安
旅
行

④
五
月
八
環
の
甘
．
謄
会

⑤
九
月
の
秋
祭
り
の
鶏
の
碕
修
旅
行

二
、
小
釜
複
合
化
組
合

　
昭
和
照
十
九
無
韓
五
人
の
メ
ン
バ

ー
で
膿
植
機
の
共
岡
組
禽
を
結
成
し
、

躍
穂
え
の
機
械
化
を
推
進
し
て
き
豪

し
た
。

　
、
鐸
溺
の
膏
．
閉
鱗
鼠
理
が
大
変
な
の
で
、

農
協
こ
育
苗
セ
㌧
〆
タ
…
の
建
設
を
要

望
し
蒙
し
た
が
箋
親
ぜ
ず
、
昭
穂
汽

十
鷹
鐸
に
独
殿
で
鷲
岡
湾
臨
セ
ン
タ

ー
（
二
千
箱
規
礎
）
を
煮
瞬
○
芳
円

で
建
設
し
ま
ー
た
。

　
一
堀
篠
の
繍
袈
ー
召
闘
は
六
名
、
　
利
｝
用
画

横
五
始
、
所
鞍
機
械
は
二
条
細
植
機

工
禽
、
閥
条
磁
槙
機
一
台
、
ト
ラ
ク

タ
ー
｝
台
で
す
磁

三
、
小
谷
植
林
緯
合

　
小
谷
後
継
潜
会
粟
奮
の
財
産
と
し

て
、
昭
瀦
烈
牽
五
鶴
大
鶴
材
鳩
地
区

で
、
成
育
七
爺
鑑
の
植
林
地
約
烈
㎞

を
三
〇
〇
乃
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

　
規
在
二
十
奪
童
の
見
箏
な
杉
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
組
余
．
興
十
照
名
は
、
毎
隼
六
矯
の

第
二
磁
曜
旧
に
管
理
作
業
を
災
施
し

て
い
象
す
が
、
作
叢
は
も
っ
ば
・
下

校
打
ち
で
、
　
一
藏
中
梯
子
の
登
り
降

り
で
大
変
な
璽
野
働
で
す
．

　
し
か
し
、
年
々
成
擾
す
る
杉
林
を

楽
し
み
に
黛
貴
頑
張
っ
て
い
ま
ザ
。

四
、
無
人
帯
の
運
営

　
過
練
地
の
地
域
お
こ
し
は
、
簾
、
本

的
に
は
地
域
の
奮
歴
瀬
鋤
、
蹴
済
漉

動
に
効
粟
を
及
ぽ
す
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　
後
継
餐
会
で
は
、
自
家
野
菜
や
出

菜
の
無
入
直
．
驚
で
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
、
一
平
成
冗
年
翻
月
郡
内
初

の
無
人
櫛
を
醐
撒
し
ま
し
た
。

　
鷺
罫
経
過
し
た
爽
績
で
は
、
年
間

売
ヒ
げ
一
三
〇
乃
円
か
ら
一
八
○
万
’

門
、
　
　
　
　
」
売
上
げ
は
約
流
○
ガ

円
に
達
し
濠
し
た
。

五
、
あ
ん
ぼ
製
造
元
「
地
炉
端
』
の

農
業
委
員
　
相
沢

経
営
に
取
鰻
む

　
数
年
繭
か
ら
無
人
蔀
の
発
展
段
踏

と
し
て
、
襲
産
物
の
か
籍
薫
生
産
臓
取

組
む
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し

た
．　

昨
驚
”
憲
地
区
で
闘
催
さ
れ
た
地

域
お
二
し
講
演
会
の
講
師
、
信
州
大

．
罫
名
嶺
教
授
の
滋
井
袈
裟
聡
氏
の
紹

介
も
あ
り
、
幾
野
県
小
川
村
－
お
や

き
の
璽
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
あ
ん
ぽ
の
製
造
販
、
照
に

取
組
み
た
い
と
い
う
餓
運
が
高
ま
り
、

好調な売上げを誇る無人布

＼
、
、
、
、

亨

こ
の
冬
約
繭
ゼ
鰻
を
試
窪
し
簡
騒
化

ヘ
ハ
の
蹴
田
樺
照
を
深
め
認
泓
ー
し
西
κ
。

　
仲
聞
は
九
人
で
、
今
秋
か
ら
稼
渤

す
る
予
定
で
す
。

　
豪
た
、
近
丸
纏
来
禽
限
会
社
に
し

た
い
と
強
り
切
っ
て
い
豪
す
卿

　
物
を
売
番
難
し
さ
、
き
び
し
歯
望
ゼ
｝

十
分
承
知
し
た
う
え
で
、
豊
か
な
遊

び
心
を
発
揚
し
な
が
ら
仲
問
づ
く
り

を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
著
後
を

生
き
た
い
と
い
う
の
が
《
興
粂
興
の

夢
だ
そ
う
鳳
す
。
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β
本
人
の
単
均
簿
命
は
年
々
伸
び

続
け
、
男
性
で
約
七
十
穴
歳
、
女
性

で
約
八
十
二
歳
と
世
界
脊
数
の
長
寿

鰯
と
な
り
ま
し
た
ぴ

　
そ
れ
に
と
も
な
い
葛
齢
化
が
一
段

と
進
み
、
．
陶
齢
餐
癌
鮭
は
燈
々
璽
要

な
諜
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
撫
購
の
蕩
齢
化
灘
は
規
犠
の

ま
ま
推
移
す
る
と
、
　
十
俸
後
に
は
六

十
五
歳
以
上
の
方
が
照
○
％
近
く
を

占
め
、
全
圏
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

超
高
齢
化
購
と
な
り
豪
す
．

　
購
で
は
、
今
年
閥
月
オ
ー
プ
ン
し

た
特
劉
養
護
麿
人
ホ
ー
ム
「
不
彪
醐
し

を
中
核
施
設
と
し
て
位
縷
づ
け
、
命

月
か
ら
併
設
さ
れ
て
い
る
デ
イ
サ
…

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
嬌
め
ま
す
。

　
な
お
、
敬
彰
の
旧
に
は
県
と
時
か

ら
、
七
十
七
歳
・
八
牽
八
歳
・
九
十

五
歳
・
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
々
に
祝

菓
子
や
敬
灘
贔
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
歓
会
編
祉
協
譲
禽
か
ら

も
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
敬
老
鼎
が

贈
ら
れ
ま
す
．

①
福
原
タ
マ
さ
ん
　
　
幽
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
　
隠
溜
）

②
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
　
9
7
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
　
油
屡
〉

③
山
驚
ト
メ
さ
ん
　
9
6
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
倉
　
糠
の
木
）

④
醐
橋
ツ
ル
さ
ん
　
　
騒
歳

　
　
　
　
　
　
　
焚
丞
翻
　
繭
）

⑤
栂
勲
ハ
ル
賦
》
ん
　
　
鱗
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
撫
　
隠
縢
）

⑥
久
保
繊
棚
ヒ
さ
ん
　
鱗
歳

　
　
　
　
　
（
松
之
山
　
新
発
聞
）

⑦
久
保
磁
コ
遡
さ
ん
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
縢
霞
興
工
）

⑧
蕩
橋
シ
勢
さ
ん
　
　
92
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
篇
　
門
七
〉

⑨
栂
撫
貞
濾
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
く
藤
内
私
　
褻
麗
）

⑩
村
由
マ
ツ
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
橋
講
　
新
騰
）

⑪
小
山
啓
治
さ
ん
　
　
鶉
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
巻
薦
）

⑫
小
出
モ
ト
さ
ん
　
　
飢
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
由
　
小
鶴
騰
）

⑬
村
山
隆
蔵
さ
ん
　
　
綴
歳

　
　
　
　
　
（
観
膏
轡
　
金
繊
醗
）

⑭
相
沢
茂
平
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
松
之
山
　
き
ね
や
〉

⑮
蕩
橋
サ
イ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
笛
八
水
島
　
　
煽
彦
六
〉

⑯
滝
沢
テ
フ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
獺
混
名
　
親
家
）

⑰
俊
藤
フ
ク
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
天
水
越
　
水
の
羅
〉

⑱
樋
環
フ
ヂ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
炎
水
島
　
．
兀
眺
）

⑲
璽
野
ヒ
デ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
ド
蝦
漉
隠
墨

⑳
大
晃
ヨ
シ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
下
蝦
池
　
下
畢
場
〉

⑳
池
田
ヨ
シ
ノ
さ
ん
　
9
ひ
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
老
閣
）

※
九
月
｝
融
現
在
講
九
牽
歳
以
上
の

　
方
で
、
、
不
愚
㎜
閣
に
入
断
さ
れ
て
い

　
る
購
内
餓
場
煮
は
、
入
所
蔚
の
住

　
所
で
蜴
載
し
ま
し
た
鄭

　　松之山剛こおける高齢者数

　　　4月1段現在の松之山町の人P3，創6人
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地
域
農
業
を
嘗
り
、
國
毘
の
食
糧

の
婁
．
肥
供
給
範
は
、
米
の
全
縫
磁
．
侮

が
ぜ
ひ
必
、
要
で
す
。

　
嬢
詳
灘
盤
麗
爵
米
纐
は
、
　
・
イ
ナ

ス
蒙
建
を
撫
置
き
範
し
、
一
六
八
億

門
の
補
助
金
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
と
は
、
農
臨
・
生
護
蓄
が
ど
う

鐸
荷
土
繊
、
何
す
る
か
で
す
．

　
縁
故
・
贈
答
用
米
に
名
を
階
り
た

不
蕉
規
流
遭
来
を
郷
え
、
時
の
限
農

数
量
を
究
全
消
化
し
、
食
管
絹
度
を

r
り
ま
し
ょ
う
の

　
濠
た
、
不
雛
綴
米
を
売
ら
な
い
・

實
わ
な
い
・
運
ば
な
い
の
三
な
い
運

勲
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
く
ず
米
ま

で
霊
竪
凝
協
へ
患
荷
し
ま
し
よ
う
、

癖
響
．
館

η
マ
　
　
　
　
欝
》

璽
　
　
　
．
　
‘
　
　
　
　
〆
げ
佛
モ
．

　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
｝

餐　
　
　
　
耀
藩
卿
翼

＞
ン

厩
a

・．

㎜
地
鐵
雇
溺
闘
発
助
成
登
を
3
測
編
菟
総
惑
糖

　
松
之
撫
町
は
ム
葬
繭
舅
、
人
鋤
の

滅
少
な
ど
に
と
も
な
い
藝
叢
、
醗
の
設

、
醗
、
整
備
が
特
に
園
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
緩
用
機
会

を
増
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
地
域
と

し
て
、
労
働
大
距
か
ら
特
過
疎
雇
用

改
糀
地
域
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
指
定
に
よ
り
、
町
内
の

礫
胴
保
険
の
適
用
事
業
狂
が
、
鑑
羅
渠

漸
の
施
設
や
設
備
の
新
設
・
増
眠
等

に
要
し
た
費
用
し
の
｝
部
盗
対
し
て
、

「
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
幅
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
療

　
愛
給
で
き
る
毒
業
窯
の
飛
件
と
し

て
、
　
「
窮
叢
断
の
設
蝋
・
整
備
に
と

も
な
い
求
職
暫
を
ズ
驚
勝
の
紹
介
に

よ
り
常
堀
労
働
蕎
と
し
て
腰
入
れ
た

寮
叢
主
し
な
ど
、
繕
種
の
条
件
を
満

た
す
纂
業
主
で
あ
る
こ
と
が
必
要
榔
、

す
。　

窮
難
勝
の
斬
設
。
麟
設
等
の
際
紅

は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
痩
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
．

　
く
わ
し
く
は
、
購
簡
薫
黛
、
濠
た
は

役
場
の
職
叢
係
に
お
問
い
合
わ
せ
／
、

だ
さ
い
。
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I
o
り
①
1

8

特
別
養
護
老
及
募
ー
ム
不
老
閣
の
利
用
に
つ

聴
で

九
月
六
日
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た

　
霧
堪
の
嘘
鍔
老
人
や
纏
た
き
り
老

人
を
昼
間
だ
け
預
か
り
、
入
浴
・
食

事
・
機
能
園
復
灘
練
・
生
活
指
導
・

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
、
九
月
六
繍
か
ら
、
始
ま
り

ξ
し
た
。

　
現
密
の
利
用
岬
し
込
み
蕎
は
六
十

六
人
で
、
こ
れ
ら
の
方
を
地
域
ご
と

に
六
～
九
人
に
編
成
し
、
専
用
バ
ス

磐
、
送
迎
し
ず
、
い
ま
す
。

　
九
月
は
二
週
に
一
回
の
サ
…
ビ
ス

で
す
が
、
十
月
か
ら
は
徐
々
に
サ
…

ビ
ス
翻
数
を
糟
や
し
、
月
圏
衝
く
ら

い
利
用
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
寅
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対

象
溜
は
お
お
む
ね
六
十
、
五
藩
“
以
上
の

方
で
、
希
望
藷
れ
る
方
は
役
場
の
薇

鮭
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

　
利
用
料
愛
は
、
食
事
代
二
〇
〇
円
、

普
通
入
浴
．
．
、
○
○
円
、
特
甥
入
浴
汽

○
○
円
な
ど
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
…
に
は
、

ご
家
庭
で
お
園
り
の
入
浴
闘
題
を
解

溝
夢
ノ
た
め
に
、
特
殊
浴
槽
と
一
般

浴
槽
が
備
え
）
れ
て
い
ま
す
。

不
老
閣
へ
の
入
所
に
つ
い
て

　
特
殊
浴
槽
は
穫
た
き
り
の
方
が
穫

た
ま
蜜
入
浴
す
る
た
め
の
も
の
で
、

ス
ト
レ
ッ
ヂ
ヤ
ー
（
移
動
嗣
ベ
ッ
ド
）

に
乗
り
換
え
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は

何
も
せ
ず
に
入
浴
で
き
る
の
で
、
体

に
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
．　

一
般
浴
櫓
は
あ
る
程
度
介
助
す
れ

ば
藤
力
で
入
浴
で
き
る
方
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
浴
槽
の
階
段
に
乎
す

り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

鷹
っ
た
ま
蒙
で
入
浴
で
き
る
入
浴
リ

フ
ト
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
な

　
な
お
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
、
欝
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

ゆ
九
時
か
ら
九
瞬
三
十
分

　
送
迎
バ
ス
で
利
用
脅
迎
え

＠
十
鋳
か
ら
十
二
蒔

　
看
護
婦
紅
よ
る
搬
圧
澗
定
や
健
康

　
診
断
、
温
衆
入
浴

◎
十
二
疇
か
ら
十
三
購

　
昼
食
、
静
養

㈲
イ
．
…
隠
か
ら
十
烈
蒋

　
ゲ
ー
ム
や
体
操
、
霞
鴬
動
作
講
練

⑪
十
五
蒋

　
送
迎
バ
ス
で
利
用
餐
送
り

　
～
入
断
…
対
象
蕎
は
お
お
む
ね
六
十
煮

歳
以
上
で
寝
た
き
り
、
ま
た
は
介
助

を
要
す
る
方
で
す
ゆ

　
入
漸
ま
で
の
、
手
続
き
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
．

①
入
斯
、
瀧
望
に
つ
い
て
鍵
生
婁
操
に

　
相
談

②
役
場
の
獺
祉
係
へ
入
所
申
し
込
み

③
入
所
判
定
部
会
で
審
嶽

灘

④
安
塚
地
域
橿
祉
セ
ン
タ
ー
で
郡
内

　
調
整

⑤
入
所
決
竃
・
入
断

　
施
設
入
所
搭
置
費
（
負
撫
金
）
は
、

断
簿
に
億
じ
無
料
か
ら
二
十
照
万
円

（
月
〉
ま
で
闘
分
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
挨
養
義
務
曹
の
範
囲
は
、

原
難
と
し
て
入
所
奮
本
入
と
岡
屠
し

て
い
た
配
偶
者
ま
た
は
子
に
限
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
豪
す
。

　
た
だ
し
、
ひ
と
り
暮
り
し
老
人
の

場
合
ほ
つ
い
て
は
、
岡
膳
世
帯
と
の

公
平
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
甥

艦
し
て
い
る
子
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り

暮
　
し
巻
人
を
税
綱
上
の
扶
養
挫
除

の
対
象
と
し
て
い
る
等
の
よ
う
な
場

念
は
、
こ
の
甥
居
し
て
い
る
子
を
扶

養
義
務
暫
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

シ
鷺
ー
ト
ス
テ
ィ

の
入
所
に
つ
い
て

寝たままで入浴できる特殊浴槽

　
入
所
雌
集
暫
は
お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
で
、
介
助
さ
れ
て
い
る
家
旗

の
方
が
冠
婚
葬
祭
や
農
繁
期
な
ど
で

介
助
で
き
な
い
場
合
、
｝
入
で
留
守

番
が
不
安
な
方
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　
入
所
期
閤
は
一
泊
か
ら
二
十
八
臓

間
（
闘
週
聞
）
で
す
．

　
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

の
鶴
祉
係
へ
幽
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
短
期
保
護
費
（
負
担
金
）

と
し
て
｝
日
二
、
〇
六
〇
円
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
場
の
橿
祉
係
（
無
六
ー
三
；
コ
）

ま
た
は
不
老
閣
　
（
費
六
…
三
三
六
穴
）

へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

簿

海
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

　
八
月
二
十
揖
、
ゆ
う
と
ぴ
あ
畢
は

韓
園
へ
両
か
っ
て
出
発
し
ま
し
た
．

　
礁
発
式
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
来

て
い
て
、
　
蝋
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

入
が
来
て
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
し
っ
か
り
磯
修
を

し
て
こ
よ
う
」
と
い
う
餓
持
ち
鑓
な

り
ま
し
た
。

　
舩
乱
の
つ
ど
い
は
、
楽
し
い
も
の

浦
田
小
学
校
六
年
　
南
雲
智

ば
か
り
で
、
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。

　
敵
初
は
、
織
り
な
い
人
ば
か
り
で

い
や
だ
な
あ
恥
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
こ
と
が
わ
か
　
な
い

の
で
、
か
え
っ
て
自
然
に
友
達
に
な

れ
た
餓
が
し
塞
す
．

　
蜜
き
聴
間
な
ど
で
は
、
ず
っ
と
友

達
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
て
、

子

慧
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
そ
れ
だ
け
仲
輿
く
な
っ
た

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
船
は
ゆ
れ
が
少
な
く
、
陸
上
で
の

盆
活
と
そ
ん
な
に
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
食
薯
は
と
て
も
お
い
し
・
＼
お
ふ

ろ
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
韓
麟
に
上
陸
で
す
、

　
簸
籾
慰
思
っ
た
こ
と
は
、
　
「
縫
水

と
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
し
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
景
色
を
見
た
り
す
る
だ
け
で
は
、

濠
る
で
沼
本
と
変
わ
り
ま
せ
ん
．

　
蟹
い
物
な
ど
を
す
る
と
き
も
、
店

の
人
は
繊
奉
謡
で
対
膳
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
見
掌
し
た
所
で
…
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
斑
族
樗
で
す
尊

　
韓
國
の
人
た
ち
の
漁
の
よ
う
す
が
、

よ
く
わ
か
り
蒙
し
た
。

　
そ
こ
で
見
た
「
能
楽
恥
は
、
と
く

に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
、
何
人
も
の
人
が
す
ご

り
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て

　
僕
は
こ
の
り
…
ダ
ー
研
修
「
海
の

つ
ど
い
」
に
参
撫
し
て
、
友
■
達
が
で

き
る
か
不
安
で
し
た
。

　
船
璽
に
入
る
と
三
入
の
伸
聞
が
い

て
、
そ
の
人
た
ち
と
は
す
ぐ
に
話
し

が
で
き
る
よ
う
は
な
り
ま
し
た
ひ

　
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
友
達
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
観
で
は
、
海

外
に
行
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

松
之
山
中
学
校
二
年
A
組
　
小
野
塚
良
康

入
照
夢
続
き
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
．

　
僕
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
と
て
も

心
醍
し
ま
し
た
が
、
手
続
き
が
す
ん

だ
時
は
と
て
も
安
心
し
濠
し
た
。

　
そ
し
て
、
韓
圏
に
着
い
て
｝
番
感

じ
た
こ
と
は
、
韓
岡
の
人
は
僕
た
ち

が
手
を
ふ
っ
て
も
、
ふ
り
返
し
て
く

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
　
皿
番
心
に

残
っ
て
い
ま
す
．

　
碧
償
の
違
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も

や
っ
ば
り
戦
争
が
あ
っ
た
か
ら
か
な

あ
と
想
い
塞
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
ま
で
汽
箪
で
移
動
し
た
の

だ
け
れ
ど
、
韓
園
の
人
は
鯖
奉
の
覇

幹
線
く
ら
い
の
速
さ
だ
と
瓢
っ
て
い

ま
し
た
が
、
僕
は
新
幹
線
よ
り
少
し

遅
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ソ
ウ
ル
で
は
繭
か
ら
兇

た
か
っ
．
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
を
箆
掌
し
家
し
た
、

い
踊
り
を
毘
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
き
れ
い
で
、
兇
て
い
て
楽

し
く
な
り
ま
し
た
．

　
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
．

　
ス
タ
ン
ツ
で
は
、
み
ん
な
と
踊
っ

た
り
し
て
大
笈
い
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ピ
ス
で
は
、
た

く
さ
ん
の
入
が
泣
い
て
い
ま
し
た
の

　
私
も
み
ん
な
と
甥
れ
る
の
が
い
や

で
、
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
し
の

こ
と
を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
．

　
友
達
の
こ
と
も
、
絶
対
に
忠
れ
藪

せ
ん
、

　
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入

っ
た
時
、
こ
こ
で
力
毒
ル
・
ル
イ
ス

が
楚
っ
た
の
か
と
思
い
、
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
簸
終

鷺
に
な
り
ま
し
た
。

　
取
終
研
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
」
も
も

う
終
る
ん
だ
な
と
思
い
、
と
て
も
感

勲
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
し
で
、
た
く

さ
ん
の
友
遼
と
た
く
さ
ん
の
思
い
繊

が
で
き
ま
し
た
、

　
僕
は
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
鉱
で
で

き
た
友
達
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
友
達

で
い
た
い
と
思
い
豪
す
。

9



I
o
り
①
1

8

特
別
養
護
老
及
募
ー
ム
不
老
閣
の
利
用
に
つ

聴
で

九
月
六
日
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た

　
霧
堪
の
嘘
鍔
老
人
や
纏
た
き
り
老

人
を
昼
間
だ
け
預
か
り
、
入
浴
・
食

事
・
機
能
園
復
灘
練
・
生
活
指
導
・

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
、
九
月
六
繍
か
ら
、
始
ま
り

ξ
し
た
。

　
現
密
の
利
用
岬
し
込
み
蕎
は
六
十

六
人
で
、
こ
れ
ら
の
方
を
地
域
ご
と

に
六
～
九
人
に
編
成
し
、
専
用
バ
ス

磐
、
送
迎
し
ず
、
い
ま
す
。

　
九
月
は
二
週
に
一
回
の
サ
…
ビ
ス

で
す
が
、
十
月
か
ら
は
徐
々
に
サ
…

ビ
ス
翻
数
を
糟
や
し
、
月
圏
衝
く
ら

い
利
用
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
寅
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対

象
溜
は
お
お
む
ね
六
十
、
五
藩
“
以
上
の

方
で
、
希
望
藷
れ
る
方
は
役
場
の
薇

鮭
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

　
利
用
料
愛
は
、
食
事
代
二
〇
〇
円
、

普
通
入
浴
．
．
、
○
○
円
、
特
甥
入
浴
汽

○
○
円
な
ど
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
…
に
は
、

ご
家
庭
で
お
園
り
の
入
浴
闘
題
を
解

溝
夢
ノ
た
め
に
、
特
殊
浴
槽
と
一
般

浴
槽
が
備
え
）
れ
て
い
ま
す
。

不
老
閣
へ
の
入
所
に
つ
い
て

　
特
殊
浴
槽
は
穫
た
き
り
の
方
が
穫

た
ま
蜜
入
浴
す
る
た
め
の
も
の
で
、

ス
ト
レ
ッ
ヂ
ヤ
ー
（
移
動
嗣
ベ
ッ
ド
）

に
乗
り
換
え
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は

何
も
せ
ず
に
入
浴
で
き
る
の
で
、
体

に
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
．　

一
般
浴
櫓
は
あ
る
程
度
介
助
す
れ

ば
藤
力
で
入
浴
で
き
る
方
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
浴
槽
の
階
段
に
乎
す

り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

鷹
っ
た
ま
蒙
で
入
浴
で
き
る
入
浴
リ

フ
ト
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
な

　
な
お
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
、
欝
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

ゆ
九
時
か
ら
九
瞬
三
十
分

　
送
迎
バ
ス
で
利
用
脅
迎
え

＠
十
鋳
か
ら
十
二
蒔

　
看
護
婦
紅
よ
る
搬
圧
澗
定
や
健
康

　
診
断
、
温
衆
入
浴

◎
十
二
疇
か
ら
十
三
購

　
昼
食
、
静
養

㈲
イ
．
…
隠
か
ら
十
烈
蒋

　
ゲ
ー
ム
や
体
操
、
霞
鴬
動
作
講
練

⑪
十
五
蒋

　
送
迎
バ
ス
で
利
用
餐
送
り

　
～
入
断
…
対
象
蕎
は
お
お
む
ね
六
十
煮

歳
以
上
で
寝
た
き
り
、
ま
た
は
介
助

を
要
す
る
方
で
す
ゆ

　
入
漸
ま
で
の
、
手
続
き
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
．

①
入
斯
、
瀧
望
に
つ
い
て
鍵
生
婁
操
に

　
相
談

②
役
場
の
獺
祉
係
へ
入
所
申
し
込
み

③
入
所
判
定
部
会
で
審
嶽

灘

④
安
塚
地
域
橿
祉
セ
ン
タ
ー
で
郡
内

　
調
整

⑤
入
所
決
竃
・
入
断

　
施
設
入
所
搭
置
費
（
負
撫
金
）
は
、

断
簿
に
億
じ
無
料
か
ら
二
十
照
万
円

（
月
〉
ま
で
闘
分
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
挨
養
義
務
曹
の
範
囲
は
、

原
難
と
し
て
入
所
奮
本
入
と
岡
屠
し

て
い
た
配
偶
者
ま
た
は
子
に
限
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
豪
す
。

　
た
だ
し
、
ひ
と
り
暮
り
し
老
人
の

場
合
ほ
つ
い
て
は
、
岡
膳
世
帯
と
の

公
平
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
甥

艦
し
て
い
る
子
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り

暮
　
し
巻
人
を
税
綱
上
の
扶
養
挫
除

の
対
象
と
し
て
い
る
等
の
よ
う
な
場

念
は
、
こ
の
甥
居
し
て
い
る
子
を
扶

養
義
務
暫
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

シ
鷺
ー
ト
ス
テ
ィ

の
入
所
に
つ
い
て

寝たままで入浴できる特殊浴槽

　
入
所
雌
集
暫
は
お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
で
、
介
助
さ
れ
て
い
る
家
旗

の
方
が
冠
婚
葬
祭
や
農
繁
期
な
ど
で

介
助
で
き
な
い
場
合
、
｝
入
で
留
守

番
が
不
安
な
方
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　
入
所
期
閤
は
一
泊
か
ら
二
十
八
臓

間
（
闘
週
聞
）
で
す
．

　
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

の
鶴
祉
係
へ
幽
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
短
期
保
護
費
（
負
担
金
）

と
し
て
｝
日
二
、
〇
六
〇
円
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
場
の
橿
祉
係
（
無
六
ー
三
；
コ
）

ま
た
は
不
老
閣
　
（
費
六
…
三
三
六
穴
）

へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

簿

海
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

　
八
月
二
十
揖
、
ゆ
う
と
ぴ
あ
畢
は

韓
園
へ
両
か
っ
て
出
発
し
ま
し
た
．

　
礁
発
式
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
来

て
い
て
、
　
蝋
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

入
が
来
て
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
し
っ
か
り
磯
修
を

し
て
こ
よ
う
」
と
い
う
餓
持
ち
鑓
な

り
ま
し
た
。

　
舩
乱
の
つ
ど
い
は
、
楽
し
い
も
の

浦
田
小
学
校
六
年
　
南
雲
智

ば
か
り
で
、
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。

　
敵
初
は
、
織
り
な
い
人
ば
か
り
で

い
や
だ
な
あ
恥
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
こ
と
が
わ
か
　
な
い

の
で
、
か
え
っ
て
自
然
に
友
達
に
な

れ
た
餓
が
し
塞
す
．

　
蜜
き
聴
間
な
ど
で
は
、
ず
っ
と
友

達
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
て
、

子

慧
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
そ
れ
だ
け
仲
輿
く
な
っ
た

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
船
は
ゆ
れ
が
少
な
く
、
陸
上
で
の

盆
活
と
そ
ん
な
に
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
食
薯
は
と
て
も
お
い
し
・
＼
お
ふ

ろ
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
韓
麟
に
上
陸
で
す
、

　
簸
籾
慰
思
っ
た
こ
と
は
、
　
「
縫
水

と
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
し
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
景
色
を
見
た
り
す
る
だ
け
で
は
、

濠
る
で
沼
本
と
変
わ
り
ま
せ
ん
．

　
蟹
い
物
な
ど
を
す
る
と
き
も
、
店

の
人
は
繊
奉
謡
で
対
膳
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
見
掌
し
た
所
で
…
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
斑
族
樗
で
す
尊

　
韓
國
の
人
た
ち
の
漁
の
よ
う
す
が
、

よ
く
わ
か
り
蒙
し
た
。

　
そ
こ
で
見
た
「
能
楽
恥
は
、
と
く

に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
、
何
人
も
の
人
が
す
ご

り
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て

　
僕
は
こ
の
り
…
ダ
ー
研
修
「
海
の

つ
ど
い
」
に
参
撫
し
て
、
友
■
達
が
で

き
る
か
不
安
で
し
た
。

　
船
璽
に
入
る
と
三
入
の
伸
聞
が
い

て
、
そ
の
人
た
ち
と
は
す
ぐ
に
話
し

が
で
き
る
よ
う
は
な
り
ま
し
た
ひ

　
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
友
達
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
観
で
は
、
海

外
に
行
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

松
之
山
中
学
校
二
年
A
組
　
小
野
塚
良
康

入
照
夢
続
き
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
．

　
僕
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
と
て
も

心
醍
し
ま
し
た
が
、
手
続
き
が
す
ん

だ
時
は
と
て
も
安
心
し
濠
し
た
。

　
そ
し
て
、
韓
圏
に
着
い
て
｝
番
感

じ
た
こ
と
は
、
韓
岡
の
人
は
僕
た
ち

が
手
を
ふ
っ
て
も
、
ふ
り
返
し
て
く

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
　
皿
番
心
に

残
っ
て
い
ま
す
．

　
碧
償
の
違
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も

や
っ
ば
り
戦
争
が
あ
っ
た
か
ら
か
な

あ
と
想
い
塞
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
ま
で
汽
箪
で
移
動
し
た
の

だ
け
れ
ど
、
韓
園
の
人
は
鯖
奉
の
覇

幹
線
く
ら
い
の
速
さ
だ
と
瓢
っ
て
い

ま
し
た
が
、
僕
は
新
幹
線
よ
り
少
し

遅
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ソ
ウ
ル
で
は
繭
か
ら
兇

た
か
っ
．
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
を
箆
掌
し
家
し
た
、

い
踊
り
を
毘
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
き
れ
い
で
、
兇
て
い
て
楽

し
く
な
り
ま
し
た
．

　
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
．

　
ス
タ
ン
ツ
で
は
、
み
ん
な
と
踊
っ

た
り
し
て
大
笈
い
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ピ
ス
で
は
、
た

く
さ
ん
の
入
が
泣
い
て
い
ま
し
た
の

　
私
も
み
ん
な
と
甥
れ
る
の
が
い
や

で
、
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
し
の

こ
と
を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
．

　
友
達
の
こ
と
も
、
絶
対
に
忠
れ
藪

せ
ん
、

　
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入

っ
た
時
、
こ
こ
で
力
毒
ル
・
ル
イ
ス

が
楚
っ
た
の
か
と
思
い
、
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
簸
終

鷺
に
な
り
ま
し
た
。

　
取
終
研
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
」
も
も

う
終
る
ん
だ
な
と
思
い
、
と
て
も
感

勲
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
し
で
、
た
く

さ
ん
の
友
遼
と
た
く
さ
ん
の
思
い
繊

が
で
き
ま
し
た
、

　
僕
は
こ
の
「
海
の
つ
ど
い
鉱
で
で

き
た
友
達
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
友
達

で
い
た
い
と
思
い
豪
す
。

9
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①
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琢の

オト

ユース

イ

浦
田
地
区
芸
能
祭

　
八
月
二
を
九
籏
午
後
、
浦
田
地
擁

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
鳩
〆
夕
…
で
、
．
響
七

翻
浦
照
地
区
澗
醗
祭
が
に
ぎ
や
か
に

㎜
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
…
プ
ニ
ン
グ
は
｝
輪
』
．
の
八
木

節
で
、
保
蕎
醗
圏
兇
の
お
遊
戯
・
蔑

謡
・
舞
踊
・
撃
吟
』
太
鼓
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
プ
雛
グ
ラ
ム
が
タ
方
ま

で
続
き
ま
し
た
。

　
濠
た
、
カ
ラ
ォ
ケ
は
テ
！
プ
持
、
．
、

の
入
が
多
く
、
家
や
仲
間
同
出
で
練

躍
し
ヅ
、
い
る
の
か
ヒ
事
な
入
が
次
々

に
登
場
し
豪
し
た
な

　
婦
人
会
の
舞
踊
　
南
の
島
の
ハ
メ

ハ
メ
ハ
大
薫
」
は
、
轟
っ
黒
な
衣
装

に
カ
ラ
7
ル
な
腰
蓑
を
つ
け
て
舞
’
欝

狭
し
と
踊
り
ま
し
た
ゆ

　
第
、
一
部
の
始
ま
り
は
毎
年
婦
評
な

重
劇
院
＼
今
算
は
「
き
ん
さ
ん
・
ぎ

ん
さ
ん
」
の
物
麗
似
で
し
た
．

　
ム
本
に
な
い
ア
ド
リ
ブ
が
次
々
に

飛
び
拠
し
、
蛮
場
は
笑
い
の
渦
に
巻

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
女
煙
だ
け
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
い

ち
ご
会
」
の
勇
壮
な
八
丈
轟
太
鼓
は
、

鍍
能
祭
の
簸
後
を
錨
る
に
ふ
さ
わ
し

い
ほ
ど
腹
の
』
底
ま
で
雛
い
て
き
ま
し

た
。

最初は恥ずかしそうに踊っていましたが、

後半は楽しそうでした

‘O

鱗
全国各地のリゾートの現状を説明する

村躰さん（哀〉、三浦さん（右）

2
多
様
化
す
る
都
市
と
の
交
流
勉
強
会

　
八
拷
七
覇
夜
、
浦
醗
地
籔
コ
ミ
講

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
…
で
都
帯
と
の
交
流

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
舗
は
次
の
方
た
ち
で
す
．

村
井
志
郎
さ
ん

　
、
、
王
グ
ル
ー
プ
営
業
推
進
チ
ー
ム

　
翻
載
奮

、
｝
、
浦
和
雄
さ
ん

　
窟
黒
観
光
企
醐
撫
当
果
長

粟
細
伸
一
さ
ん

　
趨
然
捧
験
数
膏
難
究
家

関
環
　
治
さ
ん

　
ラ
イ
タ
峯
、
醗
外
活
鋤
指
瀧
興

　
松
之
山
鋳
は
酋
都
圏
か
ら
約
二
縛

聞
圏
内
に
あ
り
、
ぢ
後
も
観
光
客
の

増
撫
が
覧
懇
さ
れ
ま
す
．

　
し
か
し
、
飽
の
観
光
地
と
周
じ
こ

と
を
し
て
い
て
は
一
灘
陵
り
の
お
客

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
郁

　
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
施
設
が
行
き

、
つ
て
い
る
の
は
、
競
禽
す
ヅ
’
醐
種

の
施
設
が
多
い
た
め
で
す
．

　
講
鎌
の
方
た
ち
は
壌
前
に
町
内
各

地
を
発
掌
し
、
豊
か
な
自
然
と
お
い

し
い
米
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り

が
穏
蕊
と
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
松
之
山
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
観
光
の
目
蓑
商
贔
を
闘
発
す

れ
ば
、
多
少
交
通
が
不
便
で
も
お
客

は
必
ず
来
る
と
力
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
蹄
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

花
は
観
光
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

3
交
通
事
故
の
な
い
町
を

　
慶
の
、
獲
毯
譲
鮫
・
防
比
蟹
動
期
聞
中

の
八
月
六
溝
と
十
湖
、
麟
重
三
汽
一

｝
線
の
薪
山
地
内
で
交
通
安
全
を
呼

び
カ
け
る
街
頭
指
導
が
、
倉
わ
れ
濠
し

た
．　

駐
窪
さ
ん
の
指
胴
に
よ
り
停
止
し

た
康
の
運
転
手
続
、
町
交
通
指
懸
愚

か
ら
チ
ラ
シ
や
眠
む
餓
防
悲
の
ガ
ム

が
醗
擶
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て

い
な
い
人
に
は
着
薦
を
呼
び
か
け
、

そ
の
場
で
き
ち
ん
と
締
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ン
後
も
死
心
交
通
箏
故
が
な
け
れ

ば
良
い
で
す
ね
。

4
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
郡
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
照
鷺
松
代
町
総
合
体
育
館
広

　
　
　
　
き
ー
ー
欝
灘
蕪

瞬響
簸
灘
録
、
．

撚
、
．

磯
・

5
大
荒
戸
の
庚
申
祭

　
八
月
牽
蕊
績
夜
、
大
瀧
芦
の
庚
申

祭
（
庚
購
講
）
が
帰
雀
客
を
交
え
て

行
わ
れ
象
し
た
。

　
夫
婦
杉
の
根
本
に
肥
ら
れ
た
庚
構

スタート前に左右を確認し、手を上げて

横懸歩道を渡りました

搭
は
六
基
あ
り
、
　
㎜
番
獅
し
い
の
は

昭
秘
汽
｛
五
犀
の
庚
癖
の
年
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
．

　
庚
礁
祭
は
露
り
が
購
く
な
っ
た
夜

場
で
、
第
二
回
交
通
安
全
ゲ
…
ト
ボ

ー
ル
郡
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
松
之
山
町
か
ら
は
松
之
山
チ
ー
ム

と
川
手
チ
ー
ム
が
参
癩
し
、
爾
チ
ー

ム
と
も
予
選
ブ
∬
ッ
ク
か
ら
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
臓
進
患
し
ま
し
た
．

　
川
手
チ
ー
ム
は
強
豪
を
次
々
続
破

り
優
勝
、
松
之
山
チ
ー
ム
は
櫓
し
く

も
黒
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
川
手
チ
ー
ム
は
九
月
二
日

紙
潟
市
で
行
わ
れ
た
漿
大
会
賦
出
場

し
ま
し
た
。

八
時
か
ら
始
ま
り
、
講
仲
問
に
ょ
る

読
経
の
あ
と
ス
イ
カ
翻
り
ゃ
花
火
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
紹
灘
、
↑
年
代
ま
で
は
町
内
各
地

で
庚
頃
講
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
で
は
大
鷲
戸
を
含
め
て
数
か

所
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

運転手の皆さんに交通安全を呼びかけました

一

馨
－

、
ン
、麟

講仲間による読経が夜空に流れました

召
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都
市
と
の
交
流
勉
強
会

　
八
拷
七
覇
夜
、
浦
醗
地
籔
コ
ミ
講

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
…
で
都
帯
と
の
交
流

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
舗
は
次
の
方
た
ち
で
す
．

村
井
志
郎
さ
ん

　
、
、
王
グ
ル
ー
プ
営
業
推
進
チ
ー
ム

　
翻
載
奮

、
｝
、
浦
和
雄
さ
ん

　
窟
黒
観
光
企
醐
撫
当
果
長

粟
細
伸
一
さ
ん

　
趨
然
捧
験
数
膏
難
究
家

関
環
　
治
さ
ん

　
ラ
イ
タ
峯
、
醗
外
活
鋤
指
瀧
興

　
松
之
山
鋳
は
酋
都
圏
か
ら
約
二
縛

聞
圏
内
に
あ
り
、
ぢ
後
も
観
光
客
の

増
撫
が
覧
懇
さ
れ
ま
す
．

　
し
か
し
、
飽
の
観
光
地
と
周
じ
こ

と
を
し
て
い
て
は
一
灘
陵
り
の
お
客

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
郁

　
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
施
設
が
行
き

、
つ
て
い
る
の
は
、
競
禽
す
ヅ
’
醐
種

の
施
設
が
多
い
た
め
で
す
．

　
講
鎌
の
方
た
ち
は
壌
前
に
町
内
各

地
を
発
掌
し
、
豊
か
な
自
然
と
お
い

し
い
米
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り

が
穏
蕊
と
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
松
之
山
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
観
光
の
目
蓑
商
贔
を
闘
発
す

れ
ば
、
多
少
交
通
が
不
便
で
も
お
客

は
必
ず
来
る
と
力
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
蹄
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

花
は
観
光
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

3
交
通
事
故
の
な
い
町
を

　
慶
の
、
獲
毯
譲
鮫
・
防
比
蟹
動
期
聞
中

の
八
月
六
溝
と
十
湖
、
麟
重
三
汽
一

｝
線
の
薪
山
地
内
で
交
通
安
全
を
呼

び
カ
け
る
街
頭
指
導
が
、
倉
わ
れ
濠
し

た
．　

駐
窪
さ
ん
の
指
胴
に
よ
り
停
止
し

た
康
の
運
転
手
続
、
町
交
通
指
懸
愚

か
ら
チ
ラ
シ
や
眠
む
餓
防
悲
の
ガ
ム

が
醗
擶
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て

い
な
い
人
に
は
着
薦
を
呼
び
か
け
、

そ
の
場
で
き
ち
ん
と
締
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ン
後
も
死
心
交
通
箏
故
が
な
け
れ

ば
良
い
で
す
ね
。

4
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
郡
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
照
鷺
松
代
町
総
合
体
育
館
広

　
　
　
　
き
ー
ー
欝
灘
蕪

瞬響
簸
灘
録
、
．

撚
、
．

磯
・

5
大
荒
戸
の
庚
申
祭

　
八
月
牽
蕊
績
夜
、
大
瀧
芦
の
庚
申

祭
（
庚
購
講
）
が
帰
雀
客
を
交
え
て

行
わ
れ
象
し
た
。

　
夫
婦
杉
の
根
本
に
肥
ら
れ
た
庚
構

スタート前に左右を確認し、手を上げて

横懸歩道を渡りました

搭
は
六
基
あ
り
、
　
㎜
番
獅
し
い
の
は

昭
秘
汽
｛
五
犀
の
庚
癖
の
年
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
．

　
庚
礁
祭
は
露
り
が
購
く
な
っ
た
夜

場
で
、
第
二
回
交
通
安
全
ゲ
…
ト
ボ

ー
ル
郡
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
松
之
山
町
か
ら
は
松
之
山
チ
ー
ム

と
川
手
チ
ー
ム
が
参
癩
し
、
爾
チ
ー

ム
と
も
予
選
ブ
∬
ッ
ク
か
ら
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
臓
進
患
し
ま
し
た
．

　
川
手
チ
ー
ム
は
強
豪
を
次
々
続
破

り
優
勝
、
松
之
山
チ
ー
ム
は
櫓
し
く

も
黒
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
川
手
チ
ー
ム
は
九
月
二
日

紙
潟
市
で
行
わ
れ
た
漿
大
会
賦
出
場

し
ま
し
た
。

八
時
か
ら
始
ま
り
、
講
仲
問
に
ょ
る

読
経
の
あ
と
ス
イ
カ
翻
り
ゃ
花
火
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
紹
灘
、
↑
年
代
ま
で
は
町
内
各
地

で
庚
頃
講
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
で
は
大
鷲
戸
を
含
め
て
数
か

所
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

運転手の皆さんに交通安全を呼びかけました

一

馨
－

、
ン
、麟

講仲間による読経が夜空に流れました

召
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①
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6
戦
没
者
慰
霊
祭

　
低
温
漉
意
報
が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど

肌
寒
・
い
八
月
二
十
騰
F
爾
、
松
之
撫

公
会
堂
で
戦
没
蕎
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
，7

　
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
約
審
世

紀
が
経
過
し
、
戦
墾
を
織
ら
な
い
僅

代
が
年
々
増
撫
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
戦
争
体
験
籍
が
味
わ
っ

た
蕃
難
の
数
々
は
、
一
熱
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
辛
い
思
い
出
と
し
て

心
に
残
り
ま
す
。

　
慰
霊
祭
は
八
人
の
導
舗
に
よ
る
読

経
の
な
か
、
蕨
、
列
し
た
遺
族
の
皆
さ

ん
が
次
々
と
焼
香
紀
立
ち
戦
没
者
の

霊
を
慰
め
ま
し
た
。

飛
び
入
り
大
歓
迎
！
不
動
社
祭

爆
鎌

．
審
、
・
’

　
　
　
　
　
　
　
耀
識

難
楼
犠
磯
耀
。

・畢い子供はアッという間にラムネを

飲んでしまいました

　
八
月
、
一
十
九
濤
夕
方
、
大
厳
轡
蕩

原
に
鎮
座
す
る
天
水
越
の
不
勤
社
の

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
巻
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
風

船
翻
り
レ
ー
ス
は
、
思
っ
た
よ
り
風

船
が
割
れ
ず
、
逆
転
に
つ
ぐ
逆
転
で

会
場
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
．

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
続
し
て
い
た

ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
は
、
二
牽
秒
位
で

｝
気
に
飲
む
餐
や
味
わ
っ
て
ゆ
っ
く

り
飲
む
蕎
な
ど
、
子
供
た
ち
の
燧
姓

が
出
て
山
ま
し
た
、

8
役
者
ぞ
ろ
い
の
湯
山
神
楽
祭

　
八
月
．
一
牽
八
賑
午
後
六
時
か
ら
、

湯
由
の
松
華
神
社
境
内
で
湯
撫
神
楽

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
グ
リ
…
ン
リ
ー
ス
箏

業
の
出
穂
観
察
会
に
来
町
し
た
菓
鎌

松
之
山
会
の
皆
さ
ん
も
訪
れ
、
趣
陶

を
凝
ら
し
た
出
し
物
や
神
楽
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
．

　
麟
の
途
中
で
雨
が
降
っ
て
き
ま
し

た
が
す
ぐ
に
止
み
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
断
も
な
く
最
後
ま
で
予
建
適
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

誰れが誰れだかわからなかった

婦人会の踊り「一円玉の旅がらす」

焼香をする遺族の皆さん

‘2

霞治宝くじ助成を祝って神楽が奉納されました

9
中
尾
の
自
治
宝
く
じ
助
成
記
念
祭
り

　
八
月
十
幽
濤
夜
、
中
尾
の
十
二
神

枇
で
、
霞
治
宝
く
じ
助
成
記
念
及
び

十
二
神
縫
麗
根
蘇
き
替
え
竣
工
記
念

祭
り
が
盛
大
臓
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
犀
、
中
尾
の
か
さ
さ
ぎ
会
が
自

治
宝
く
じ
還
元
事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
）
に
該
当
し
、
二
〇
〇
万
円

が
助
成
さ
れ
る
こ
と
臓
な
り
ま
し
た
。

　
助
成
金
で
購
入
し
た
備
最
は
、
マ

イ
ク
や
ス
ピ
…
カ
ー
な
ど
の
畜
響
設

備
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
の
映
像
記
録
装
置
、
テ
ン
ト
一

張
、
舞
台
衣
襲
八
着
、
レ
ー
ザ
ー
カ

ラ
オ
ケ
と
大
型
テ
レ
ビ
な
ど
で
す
。

　
闘
演
あ
い
さ
つ
で
こ
れ
　
の
儲
鹸

が
披
露
さ
れ
、
舞
台
で
は
真
新
し
い

着
物
を
着
た
磁
藤
瓜
会
の
踊
り
や
、

伝
統
あ
る
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
は
獅
子
舞
・
天
狗
の
舞
・
ひ

ょ
っ
と
こ
踊
9
・
獅
子
と
天
狗
の
戦

い
で
、
見
せ
場
に
な
る
と
観
客
か
ら

勢
い
の
良
い
掛
け
欝
や
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
．

　
ス
イ
カ
麟
り
大
会
は
、
参
獺
し
た

ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
ス
イ
カ
を
翻
り

ま
し
た
が
、
簸
後
の
子
供
は
ス
イ
カ

が
翻
れ
る
の
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
泣

き
だ
し
、
係
の
人
か
　
翻
・
な
い
ま

ま
で
袋
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
．　

ま
た
、
祭
り
は
帰
賓
客
の
飛
び
入

り
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
十
二
神
縫
の
麗
根
葺
き
替

え
工
事
は
七
月
二
霞
に
始
ま
り
、
八

趨
十
鷺
予
定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

　
祭
り
の
離
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
に

は
大
勢
の
氏
子
が
参
列
し
、
き
れ
い

に
仕
烹
が
っ
た
屋
根
を
見
て
い
ま
し

た
。

’O

　　8月の
フオト

ニユー・ス

短
期
山
留
生
自
然
を
楽
し
あ

　
八
月
十
九
穣
か
ら
二
十
五
霞
塞
で
、

浦
灘
地
区
を
中
心
に
短
朗
山
村
留
学

が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
参
撫
鞍
は
関
東
方
画
の
小
中
掌
生

三
牽
三
名
で
、
懸
体
焦
活
艇
農
象
で

の
罠
泊
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
中
立
由
農
栂
集
落
セ
ン
タ
葦
に
着

い
た
子
供
た
ち
は
、
趨
分
た
ち
が
｝

週
問
使
用
す
る
ハ
シ
を
作
り
ま
し
た
．

　
ハ
シ
作
り
が
終
る
と
ド
ラ
ム
無
風

愚
に
入
り
豪
し
た
が
、
建
の
下
ば
敷

く
板
が
な
か
な
か
沈
ま
ず
蕃
労
し
て

い
ま
し
た
。

　
工
十
田
は
雨
の
中
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
一
部
道
に
迷
っ

た
も
の
の
約
十
二
㎞
の
コ
…
ス
を
完

定
し
ま
し
た
。

　
二
十
一
賑
は
柿
騎
の
海
彬
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
、
二
十
二
環
と
二
牽
三
紹

は
畏
泊
先
の
農
家
で
畑
作
業
な
ど
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
舶
し
た
子
供
た
ち
の
う
ち
侮
人

か
が
、
斑
期
山
留
龍
と
し
て
松
之
山

に
来
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
軸

温泉センターの露天風呂で汗を流しました

‘3
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イ
ク
や
ス
ピ
…
カ
ー
な
ど
の
畜
響
設

備
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
の
映
像
記
録
装
置
、
テ
ン
ト
一

張
、
舞
台
衣
襲
八
着
、
レ
ー
ザ
ー
カ

ラ
オ
ケ
と
大
型
テ
レ
ビ
な
ど
で
す
。

　
闘
演
あ
い
さ
つ
で
こ
れ
　
の
儲
鹸

が
披
露
さ
れ
、
舞
台
で
は
真
新
し
い

着
物
を
着
た
磁
藤
瓜
会
の
踊
り
や
、

伝
統
あ
る
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
は
獅
子
舞
・
天
狗
の
舞
・
ひ

ょ
っ
と
こ
踊
9
・
獅
子
と
天
狗
の
戦

い
で
、
見
せ
場
に
な
る
と
観
客
か
ら

勢
い
の
良
い
掛
け
欝
や
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
．

　
ス
イ
カ
麟
り
大
会
は
、
参
獺
し
た

ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
ス
イ
カ
を
翻
り

ま
し
た
が
、
簸
後
の
子
供
は
ス
イ
カ

が
翻
れ
る
の
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
泣

き
だ
し
、
係
の
人
か
　
翻
・
な
い
ま

ま
で
袋
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
．　

ま
た
、
祭
り
は
帰
賓
客
の
飛
び
入

り
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
十
二
神
縫
の
麗
根
葺
き
替

え
工
事
は
七
月
二
霞
に
始
ま
り
、
八

趨
十
鷺
予
定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

　
祭
り
の
離
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
に

は
大
勢
の
氏
子
が
参
列
し
、
き
れ
い

に
仕
烹
が
っ
た
屋
根
を
見
て
い
ま
し

た
。

’O

　　8月の
フオト

ニユー・ス

短
期
山
留
生
自
然
を
楽
し
あ

　
八
月
十
九
穣
か
ら
二
十
五
霞
塞
で
、

浦
灘
地
区
を
中
心
に
短
朗
山
村
留
学

が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
参
撫
鞍
は
関
東
方
画
の
小
中
掌
生

三
牽
三
名
で
、
懸
体
焦
活
艇
農
象
で

の
罠
泊
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
中
立
由
農
栂
集
落
セ
ン
タ
葦
に
着

い
た
子
供
た
ち
は
、
趨
分
た
ち
が
｝

週
問
使
用
す
る
ハ
シ
を
作
り
ま
し
た
．

　
ハ
シ
作
り
が
終
る
と
ド
ラ
ム
無
風

愚
に
入
り
豪
し
た
が
、
建
の
下
ば
敷

く
板
が
な
か
な
か
沈
ま
ず
蕃
労
し
て

い
ま
し
た
。

　
工
十
田
は
雨
の
中
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
一
部
道
に
迷
っ

た
も
の
の
約
十
二
㎞
の
コ
…
ス
を
完

定
し
ま
し
た
。

　
二
十
一
賑
は
柿
騎
の
海
彬
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
、
二
十
二
環
と
二
牽
三
紹

は
畏
泊
先
の
農
家
で
畑
作
業
な
ど
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
舶
し
た
子
供
た
ち
の
う
ち
侮
人

か
が
、
斑
期
山
留
龍
と
し
て
松
之
山

に
来
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
軸

温泉センターの露天風呂で汗を流しました
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跡
の
繭
部
に
位
灘
し
、
月
漉
集
落

内
を
園
道
鑓
〇
五
耀
線
、
坂
中
纂
落

内
を
県
遊
月
濾
松
代
線
が
通
る
。

　
月
池
の
地
名
の
磁
来
は
不
明
だ
が
、

欝
い
伝
え
に
よ
る
と
地
す
べ
り
紀
よ

っ
て
絹
が
せ
き
止
め
ら
れ
三
つ
の
池

が
で
き
た
。

　
絶
蝦
、
し
た
村
入
が
そ
の
瀧
の
周
り

に
簗
談
っ
た
夜
が
鶴
然
に
も
満
月
で
、

池
の
水
衝
に
美
し
い
月
が
映
し
出
さ

れ
た
。

　
そ
れ
で
、
だ
れ
温
。
．
フ
と
な
し
轍
村

の
呼
び
名
を
月
池
と
決
め
、
溝
び
元

餓
に
鵜
墾
を
始
め
た
と
い
う
郁

　
坂
中
に
つ
い
て
は
、
，
翼
田
か
・
中

立
霞
へ
通
じ
る
坂
の
途
中
に
闘
け
た

こ
と
に
起
灘
す
る
。

　
爾
藥
落
と
も
江
戸
蒔
代
は
繭
浦
懸

親
田
に
履
し
、
東
浦
灘
・
鵬
浦
紺
・

北
浦
醗
・
中
立
山
籍
田
囎
か
村
の
入

会
野
地
と
し
て
闘
発
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
鐵
愛
立
集
落
も
爾
浦
照
新

顯
紅
鰯
し
ヅ
、
い
た
が
、
月
池
・
坂
中

か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、
櫓
由
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
ー

や
太
、
子
堂
“
な
ど
が
翻
立
謝
れ
、
岡
新

田
内
で
も
一
定
の
独
．
乙
権
を
脅
し
て

い
た
．

　
な
お
、
今
難
度
中
に
坂
中
の
築
会

所
が
新
築
さ
れ
る
．

　
爾
浦
脳
新
磁
は
涯
群
蒔
代
中
鰯
以

降
開
発
さ
れ
、
し
だ
い
続
月
池
・
坂

中
・
灘
菱
》
立
の
簗
落
が
形
成
さ
れ
た
。

　
爾
浦
購
新
購
が
新
照
検
地
を
受
け
、

萩
磁
村
と
し
て
独
、
乙
し
た
の
は
事
保

十
六
　
（
…
七
㎜
…
二
）
無
で
あ
る
。

　
こ
の
新
田
村
に
は
家
も
あ
り
人
も

住
ん
で
い
た
が
、
名
目
上
は
無
幾
評

の
村
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
田
変
立
に
は
元
禄
二
（
一

穴
八
九
）
年
創
立
の
融
山
神
社
が
あ

る
が
、
月
池
・
坂
勲
に
は
神
祉
が
な

い
ゆ　

そ
の
理
由
は
、
出
伶
り
に
来
て
い

た
元
村
が
近
距
離
に
あ
っ
た
た
め
と

思
わ
れ
る
、

　
爾
集
落
の
人
々
が
祭
薦
し
て
い
る

神
役
が
わ
か
れ
ぱ
、
纏
売
が
ど
の
村

か
ら
繊
作
り
に
来
て
い
た
か
わ
か
る
。

　
た
と
え
ば
、
松
苧
神
社
か
　
ば
粟

浦
田
村
、
謙
訪
神
社
な
ら
ば
幽
浦
鮒

村
、
神
明
神
縫
な
ら
ば
北
浦
田
村
で

あ
る
、

　
な
お
、
　
…
拳
保
十
六
葬
の
“
識
田
検
地

の
名
請
け
人
数
は
幽
か
村
で
砥
べ
烈

十
翅
人
、
う
ち
北
浦
紺
村
が
鷲
十
二

人
を
膚
め
て
い
た
．

　
北
浦
田
村
の
人
々
が
闇
発
紅
熱
心

だ
っ
た
の
は
、
岡
村
の
移
転
問
題
が

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
江
辮
瞬
代
中
期
、
北
浦
灘
村
は
渋

海
絹
）
大
洪
水
で
壊
滅
的
な
被
嫁
を

受
け
現
荏
地
に
移
転
し
た
。

　
村
人
は
新
し
い
田
畑
を
求
め
て
、

繭
浦
闘
瓢
闘
の
闘
発
に
力
を
入
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
月
池
の
観
臨
緊
慰
（
α
像
・
盤
観
世

．
還
、
薩
像
）
の
創
蕊
箏
鍔
は
不
明
だ

が
、
明
治
．
牽
一
く
一
八
八
八
）
隼

新
纂
さ
れ
て
い
る
．

　
庵
薫
は
農
繁
期
に
幼
兜
を
覆
か
り
、

冬
は
お
年
寄
り
を
鴬
に
呼
ん
で
誌
し

鍛

三郎山の頂上にある2基の篠綱

左側の石綱に風袋を背負った風神の小石像が安置されている

欄
夢
を
し
て
い
た
。

　
庵
主
が
亡
く
な
る
と
観
、
、
堂
は
無

焦
と
な
り
、
昭
鞍
菰
卜
科
照
月
廃
鴬

と
な
っ
た
跡

　
月
池
集
落
の
南
方
、
三
郎
山
の
頭

h
ド
填
地
紅
、
切
饗
造
り
の
二
基
の

石
繭
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
文
化
十
二
血
へ
一
煮
）
郊
と
刻

童
れ
た
石
稠
の
中
に
は
、
風
袋
を
背

負
っ
た
風
神
の
小
贋
縁
が
納
め
）
れ

て
い
る
。

　
痩
上
に
は
土
俵
が
あ
り
、
短
卑
七

肖
の
土
期
の
丑
の
照
と
二
唐
十
彌
縫

は
こ
こ
で
太
鼓
を
打
ち
、
相
撲
を
と

る
な
ど
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
三
郎
山
は
女
人
禁
翻
の
山

で
あ
り
、
霊
由
と
し
て
風
神
も
摩
く

信
仰
さ
れ
て
い
た
。

　
明
治
十
三
罫
、
観
膏
堂
を
惜
り
て

月
池
派
鐵
教
場
が
設
置
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
掌
凝
は
何
醐
か
改
疋
さ

れ
、
就
掌
兇
童
の
堰
撫
に
よ
っ
て
同

十
む
年
派
出
教
場
は
新
築
さ
れ
た
。

　
慈
ら
に
、
明
漉
二
十
鶯
黛
に
は
中

立
霞
分
教
場
が
新
築
さ
れ
、
月
池
と

入
山
の
派
出
教
場
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
昭
秘
幽
十
八
無
黒
月
、
中
立
山
地

区
の
初
轡
教
簿
を
担
っ
ザ
、
き
た
中
立

山
分
校
は
、
兜
童
数
の
減
少
に
よ
り

酒
年
近
し
歴
史
を
閉
じ
た
。

年
金
手
鰻
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　
年
金
手
帳
は
、
は
じ
め
て
摩
鑑
半

金
保
険
か
瞬
幾
年
金
に
糠
入
し
た
と

き
に
交
付
さ
れ
、
二
つ
の
翻
度
に
鍍

通
し
て
使
粥
さ
れ
ま
す
。

　
銀
金
夢
織
に
は
記
竃
・
番
畢
が
翻

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
懸
・
番
馨
に
よ
っ
ぜ
＼
銀

金
の
繍
入
潮
間
等
、
年
金
額
を
計
算

す
る
の
械
必
要
な
記
録
が
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
．

　
な
お
、
紛
失
し
た
鱗
名
繭
が
変
わ

っ
た
と
き
な
ど
は
、
そ
の
都
度
帯
跡

紺
役
場
に
麟
出
が
必
要
で
す
。

　
憲
れ
て
い
る
と
、
将
築
年
金
を
受

け
る
と
き
に
不
利
に
な
る
場
禽
が
あ

り
ま
す
．

　
屑
出
は
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　　　φ
㊨

◎
二
冊
以
上
持
つ
て
い
る
と
き

「
年
金
疹
帳
穏
檬
番
　
葭
複
取
消
鵬
ぬ

紅
持
っ
て
い
る
年
金
手
帳
す
べ
て
を

添
え
て
提
出
一
し
て
く
だ
さ
い
、

＠
紛
失
し
た
と
き

「
年
金
手
鰻
薄
交
付
購
憲
灘
」
に
夢

帳
の
記
響
・
番
簿
を
詑
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
破
っ
た
鯵
汚
し
た
鱗
し
た
と
き

「
難
金
杵
帳
鰐
交
付
聯
、
樗
欝
し
に
そ

の
手
鹸
を
添
え
て
提
鵡
し
て
く
だ
さ

い
。

＠
氏
名
が
変
わ
つ
た
と
き

「
被
保
験
脅
氏
名
変
璽
（
訂
疋
）
鰯
し

に
年
金
手
緩
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
騒
幾
無
金
㎜

係
へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Q
、
下
水
道
撫
入
申
し
込
み
に
よ
る

分
握
金
の
積
み
立
て
に
つ
い
て
鋭
明

し
て
く
だ
さ
い
。

A
、
八
月
六
澱
に
下
水
道
叢
業
審
議

婆
興
と
処
耀
区
域
内
集
蕗
総
代
の
禽

岡
点
然
講
㎜
を
關
熈
篠
し
、
平
成
穴
年
鷹
偽
か

ら
の
管
渠
驚
箏
並
び
に
処
理
場
建
設

工
事
着
郵
の
報
魯
を
す
る
と
と
も
に
、

瓜
フ
年
九
月
か
ら
分
担
金
の
積
立
を
闇

嬌
す
る
こ
と
を
冨
織
決
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
徴
収
に
つ
い
て
は
、
処
運
猛
域
の

集
落
ご
と
盗
徴
収
し
て
い
た
だ
き
、

町
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

分担金の徴収期間と納入時期

り
ま
す
。

　
徴
収
鰯
醐
と
納
入
時
期
紀
っ
い
て

は
翔
衰
の
と
お
り
で
す
．

　
な
お
、
納
め
て
い
た
だ
く
分
撫
金

は
越
理
場
建
設
、
塞
管
管
渠
、
支
線

管
渠
、
公
共
汚
水
桝
を
設
躍
す
る
た

め
の
、
禰
助
事
業
と
単
独
凄
業
分
の

建
設
費
の
一
部
と
し
て
徴
版
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
公
蕊
、
汚
水
桝
か
ら

の
醗
管
、
象
崖
内
設
備
に
つ
い
て
の

費
崩
は
繍
入
蕎
の
負
撮
と
な
り
ま
す
。

Q
、
中
途
掬
入
と
茄
入
取
鱗
や
め
の

場
合
は
ど
う
な
鯵
ま
す
か
。

A
、
供
胴
が
翻
嬌
さ
れ
る
ま
で
の
中

途
撫
入
紀
つ
い
て
は
、
分
撞
金
を
最

終
納
期
ま
で
に
完
納
し
て
い
た
だ
き

ま
す
．

　
な
お
、
雰
謙
税
の
減
免
に
つ
い
て

は
各
年
度
の
諜
税
の
状
況
で
算
定
し

ま
す
．

　
ま
た
、
分
握
金
の
支
払
い
途
中
に

お
い
て
繍
入
取
り
や
め
の
場
禽
は
、

分
撞
金
の
支
払
い
元
金
を
お
返
し
し

ま
す
が
、
供
湧
が
開
始
さ
れ
下
水
道

利
鰐
後
の
分
担
金
の
返
還
は
い
た
し

蒙
せ
ん
。

徴　毅　娚　闘 納　　　　朗

第王鐡
平成5年9月

　　～7熊8驚
平成7年圭0月30縫

第2回
平成7年9月

　　～8年8月
平成8奪10欝30鷺

第3鐡
平成8年3月

　　～9年8月
平成9年鐙肖30臼

第4懸
平成9年9絹

　　～10年8月
平成鉛年m月30藏

第5園
平成沁年9月

　　一U無8月
単成H隼10月3帽

第6團
平成u年9月

　　～12隼8月
平成玉2年10月30臼

第7團
単成12年9月

　　～B年8月
平成王3年10月3帽
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落
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跡
の
繭
部
に
位
灘
し
、
月
漉
集
落

内
を
園
道
鑓
〇
五
耀
線
、
坂
中
纂
落

内
を
県
遊
月
濾
松
代
線
が
通
る
。

　
月
池
の
地
名
の
磁
来
は
不
明
だ
が
、

欝
い
伝
え
に
よ
る
と
地
す
べ
り
紀
よ

っ
て
絹
が
せ
き
止
め
ら
れ
三
つ
の
池

が
で
き
た
。

　
絶
蝦
、
し
た
村
入
が
そ
の
瀧
の
周
り

に
簗
談
っ
た
夜
が
鶴
然
に
も
満
月
で
、

池
の
水
衝
に
美
し
い
月
が
映
し
出
さ

れ
た
。

　
そ
れ
で
、
だ
れ
温
。
．
フ
と
な
し
轍
村

の
呼
び
名
を
月
池
と
決
め
、
溝
び
元

餓
に
鵜
墾
を
始
め
た
と
い
う
郁

　
坂
中
に
つ
い
て
は
、
，
翼
田
か
・
中

立
霞
へ
通
じ
る
坂
の
途
中
に
闘
け
た

こ
と
に
起
灘
す
る
。

　
爾
藥
落
と
も
江
戸
蒔
代
は
繭
浦
懸

親
田
に
履
し
、
東
浦
灘
・
鵬
浦
紺
・

北
浦
醗
・
中
立
山
籍
田
囎
か
村
の
入

会
野
地
と
し
て
闘
発
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
鐵
愛
立
集
落
も
爾
浦
照
新

顯
紅
鰯
し
ヅ
、
い
た
が
、
月
池
・
坂
中

か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、
櫓
由
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
ー

や
太
、
子
堂
“
な
ど
が
翻
立
謝
れ
、
岡
新

田
内
で
も
一
定
の
独
．
乙
権
を
脅
し
て

い
た
．

　
な
お
、
今
難
度
中
に
坂
中
の
築
会

所
が
新
築
さ
れ
る
．

　
爾
浦
脳
新
磁
は
涯
群
蒔
代
中
鰯
以

降
開
発
さ
れ
、
し
だ
い
続
月
池
・
坂

中
・
灘
菱
》
立
の
簗
落
が
形
成
さ
れ
た
。

　
爾
浦
購
新
購
が
新
照
検
地
を
受
け
、

萩
磁
村
と
し
て
独
、
乙
し
た
の
は
事
保

十
六
　
（
…
七
㎜
…
二
）
無
で
あ
る
。

　
こ
の
新
田
村
に
は
家
も
あ
り
人
も

住
ん
で
い
た
が
、
名
目
上
は
無
幾
評

の
村
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
田
変
立
に
は
元
禄
二
（
一

穴
八
九
）
年
創
立
の
融
山
神
社
が
あ

る
が
、
月
池
・
坂
勲
に
は
神
祉
が
な

い
ゆ　

そ
の
理
由
は
、
出
伶
り
に
来
て
い

た
元
村
が
近
距
離
に
あ
っ
た
た
め
と

思
わ
れ
る
、

　
爾
集
落
の
人
々
が
祭
薦
し
て
い
る

神
役
が
わ
か
れ
ぱ
、
纏
売
が
ど
の
村

か
ら
繊
作
り
に
来
て
い
た
か
わ
か
る
。

　
た
と
え
ば
、
松
苧
神
社
か
　
ば
粟

浦
田
村
、
謙
訪
神
社
な
ら
ば
幽
浦
鮒

村
、
神
明
神
縫
な
ら
ば
北
浦
田
村
で

あ
る
、

　
な
お
、
　
…
拳
保
十
六
葬
の
“
識
田
検
地

の
名
請
け
人
数
は
幽
か
村
で
砥
べ
烈

十
翅
人
、
う
ち
北
浦
紺
村
が
鷲
十
二

人
を
膚
め
て
い
た
．

　
北
浦
田
村
の
人
々
が
闇
発
紅
熱
心

だ
っ
た
の
は
、
岡
村
の
移
転
問
題
が

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
江
辮
瞬
代
中
期
、
北
浦
灘
村
は
渋

海
絹
）
大
洪
水
で
壊
滅
的
な
被
嫁
を

受
け
現
荏
地
に
移
転
し
た
。

　
村
人
は
新
し
い
田
畑
を
求
め
て
、

繭
浦
闘
瓢
闘
の
闘
発
に
力
を
入
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
月
池
の
観
臨
緊
慰
（
α
像
・
盤
観
世

．
還
、
薩
像
）
の
創
蕊
箏
鍔
は
不
明
だ

が
、
明
治
．
牽
一
く
一
八
八
八
）
隼

新
纂
さ
れ
て
い
る
．

　
庵
薫
は
農
繁
期
に
幼
兜
を
覆
か
り
、

冬
は
お
年
寄
り
を
鴬
に
呼
ん
で
誌
し

鍛

三郎山の頂上にある2基の篠綱

左側の石綱に風袋を背負った風神の小石像が安置されている

欄
夢
を
し
て
い
た
。

　
庵
主
が
亡
く
な
る
と
観
、
、
堂
は
無

焦
と
な
り
、
昭
鞍
菰
卜
科
照
月
廃
鴬

と
な
っ
た
跡

　
月
池
集
落
の
南
方
、
三
郎
山
の
頭

h
ド
填
地
紅
、
切
饗
造
り
の
二
基
の

石
繭
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
文
化
十
二
血
へ
一
煮
）
郊
と
刻

童
れ
た
石
稠
の
中
に
は
、
風
袋
を
背

負
っ
た
風
神
の
小
贋
縁
が
納
め
）
れ

て
い
る
。

　
痩
上
に
は
土
俵
が
あ
り
、
短
卑
七

肖
の
土
期
の
丑
の
照
と
二
唐
十
彌
縫

は
こ
こ
で
太
鼓
を
打
ち
、
相
撲
を
と

る
な
ど
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
三
郎
山
は
女
人
禁
翻
の
山

で
あ
り
、
霊
由
と
し
て
風
神
も
摩
く

信
仰
さ
れ
て
い
た
。

　
明
治
十
三
罫
、
観
膏
堂
を
惜
り
て

月
池
派
鐵
教
場
が
設
置
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
掌
凝
は
何
醐
か
改
疋
さ

れ
、
就
掌
兇
童
の
堰
撫
に
よ
っ
て
同

十
む
年
派
出
教
場
は
新
築
さ
れ
た
。

　
慈
ら
に
、
明
漉
二
十
鶯
黛
に
は
中

立
霞
分
教
場
が
新
築
さ
れ
、
月
池
と

入
山
の
派
出
教
場
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
昭
秘
幽
十
八
無
黒
月
、
中
立
山
地

区
の
初
轡
教
簿
を
担
っ
ザ
、
き
た
中
立

山
分
校
は
、
兜
童
数
の
減
少
に
よ
り

酒
年
近
し
歴
史
を
閉
じ
た
。

年
金
手
鰻
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　
年
金
手
帳
は
、
は
じ
め
て
摩
鑑
半

金
保
険
か
瞬
幾
年
金
に
糠
入
し
た
と

き
に
交
付
さ
れ
、
二
つ
の
翻
度
に
鍍

通
し
て
使
粥
さ
れ
ま
す
。

　
銀
金
夢
織
に
は
記
竃
・
番
畢
が
翻

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
懸
・
番
馨
に
よ
っ
ぜ
＼
銀

金
の
繍
入
潮
間
等
、
年
金
額
を
計
算

す
る
の
械
必
要
な
記
録
が
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
．

　
な
お
、
紛
失
し
た
鱗
名
繭
が
変
わ

っ
た
と
き
な
ど
は
、
そ
の
都
度
帯
跡

紺
役
場
に
麟
出
が
必
要
で
す
。

　
憲
れ
て
い
る
と
、
将
築
年
金
を
受

け
る
と
き
に
不
利
に
な
る
場
禽
が
あ

り
ま
す
．

　
屑
出
は
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　　　φ
㊨

◎
二
冊
以
上
持
つ
て
い
る
と
き

「
年
金
疹
帳
穏
檬
番
　
葭
複
取
消
鵬
ぬ

紅
持
っ
て
い
る
年
金
手
帳
す
べ
て
を

添
え
て
提
出
一
し
て
く
だ
さ
い
、

＠
紛
失
し
た
と
き

「
年
金
手
鰻
薄
交
付
購
憲
灘
」
に
夢

帳
の
記
響
・
番
簿
を
詑
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
破
っ
た
鯵
汚
し
た
鱗
し
た
と
き

「
難
金
杵
帳
鰐
交
付
聯
、
樗
欝
し
に
そ

の
手
鹸
を
添
え
て
提
鵡
し
て
く
だ
さ

い
。

＠
氏
名
が
変
わ
つ
た
と
き

「
被
保
験
脅
氏
名
変
璽
（
訂
疋
）
鰯
し

に
年
金
手
緩
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
騒
幾
無
金
㎜

係
へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Q
、
下
水
道
撫
入
申
し
込
み
に
よ
る

分
握
金
の
積
み
立
て
に
つ
い
て
鋭
明

し
て
く
だ
さ
い
。

A
、
八
月
六
澱
に
下
水
道
叢
業
審
議

婆
興
と
処
耀
区
域
内
集
蕗
総
代
の
禽

岡
点
然
講
㎜
を
關
熈
篠
し
、
平
成
穴
年
鷹
偽
か

ら
の
管
渠
驚
箏
並
び
に
処
理
場
建
設

工
事
着
郵
の
報
魯
を
す
る
と
と
も
に
、

瓜
フ
年
九
月
か
ら
分
担
金
の
積
立
を
闇

嬌
す
る
こ
と
を
冨
織
決
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
徴
収
に
つ
い
て
は
、
処
運
猛
域
の

集
落
ご
と
盗
徴
収
し
て
い
た
だ
き
、

町
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

分担金の徴収期間と納入時期

り
ま
す
。

　
徴
収
鰯
醐
と
納
入
時
期
紀
っ
い
て

は
翔
衰
の
と
お
り
で
す
．

　
な
お
、
納
め
て
い
た
だ
く
分
撫
金

は
越
理
場
建
設
、
塞
管
管
渠
、
支
線

管
渠
、
公
共
汚
水
桝
を
設
躍
す
る
た

め
の
、
禰
助
事
業
と
単
独
凄
業
分
の

建
設
費
の
一
部
と
し
て
徴
版
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
公
蕊
、
汚
水
桝
か
ら

の
醗
管
、
象
崖
内
設
備
に
つ
い
て
の

費
崩
は
繍
入
蕎
の
負
撮
と
な
り
ま
す
。

Q
、
中
途
掬
入
と
茄
入
取
鱗
や
め
の

場
合
は
ど
う
な
鯵
ま
す
か
。

A
、
供
胴
が
翻
嬌
さ
れ
る
ま
で
の
中

途
撫
入
紀
つ
い
て
は
、
分
撞
金
を
最

終
納
期
ま
で
に
完
納
し
て
い
た
だ
き

ま
す
．

　
な
お
、
雰
謙
税
の
減
免
に
つ
い
て

は
各
年
度
の
諜
税
の
状
況
で
算
定
し

ま
す
．

　
ま
た
、
分
握
金
の
支
払
い
途
中
に

お
い
て
繍
入
取
り
や
め
の
場
禽
は
、

分
撞
金
の
支
払
い
元
金
を
お
返
し
し

ま
す
が
、
供
湧
が
開
始
さ
れ
下
水
道

利
鰐
後
の
分
担
金
の
返
還
は
い
た
し

蒙
せ
ん
。

徴　毅　娚　闘 納　　　　朗

第王鐡
平成5年9月

　　～7熊8驚
平成7年圭0月30縫

第2回
平成7年9月

　　～8年8月
平成8奪10欝30鷺

第3鐡
平成8年3月

　　～9年8月
平成9年鐙肖30臼

第4懸
平成9年9絹

　　～10年8月
平成鉛年m月30藏

第5園
平成沁年9月

　　一U無8月
単成H隼10月3帽

第6團
平成u年9月

　　～12隼8月
平成玉2年10月30臼

第7團
単成12年9月

　　～B年8月
平成王3年10月3帽
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八
月
二
牽
二
擬
、
郡
内
少
鐸
野
球

親
鍍
大
会
が
松
代
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
．

　
松
之
由
町
か
　
は
、
公
幾
館
主
催

の
野
球
教
室
の
メ
ン
バ
…
が
出
場
し

ま
し
た
。

、
今
年
こ
そ
は
一
勝
を
」
と
、
子
供

た
ち
は
真
鋼
に
頑
張
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
黒
戦
二
敗
で
し
た
。

　
し
か
し
、
週
｝
鱗
の
練
習
で
強
豪

相
手
に
良
く
善
戦
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
教
窺
は
ま
だ
続
き
ま
す
の

で
、
来
年
の
｝
勝
を
目
標
に
練
習
し

て
く
だ
さ
い
、

　
五
月
二
牽
八
田
に
㎜
開
幕
し
た
ナ
イ

タ
…
野
球
は
、
長
雨
の
影
響
で
簸
終

試
禽
が
八
月
米
ま
で
ず
れ
込
み
、
八

月
三
十
｝
欝
よ
う
や
く
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
餓
だ
し
か
ら
好
調
な
「
さ

さ
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
し
が
、
牽
戦
十

勝
と
勉
チ
ー
ム
を
寄
せ
付
け
ず
優
勝

し
ま
し
た
。

　
萬
年
優
勝
の
コ
ン
ゴ
ー
ズ
は
地
チ

ー
ム
の
マ
ー
ク
に
あ
い
、
実
力
を
出

し
切
れ
ず
に
五
位
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
第
十
二
園
松
之
山
町
駅
伝
大
会
及

び
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
十
月
十
田
体

蒲
の
欝
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
駅
伝
大
会
は
浦
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
を
午
萌
九
聴
に
ス
タ
ー

ト
し
、
町
内
を
ま
わ
っ
て
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
…
蔚
に
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。

　
過
去
卜
一
回
の
大
会
は
す
べ
て
松

黒
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お
り
、
今

年
も
選
手
屡
の
漂
さ
か
ら
優
勝
候
補

の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル

す
る
レ
魚
、
巳
之
下
線
を
利
用
し
た
健

康
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
ま
す
．

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
当
霞
受
付
が
あ

り
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲
問
岡
士
で

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
磯
聞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
｝
國
ス
タ
ー
ト
十
時
五
十
分

　
…
㎞
幼
兜
・
親
・
｝
般

▼
第
二
國
ス
タ
葦
ト
十
一
蒔

　
二
㎞
　
小
学
校
低
学
隼
・
一
般

▼
第
一
．
m
回
ス
タ
蓄
ト
十
…
時
牽
五
分

　
二
㎞
　
小
掌
校
蕎
掌
鶴
・
一
般

▼
第
困
圃
ス
タ
ー
ト
牽
一
時
、
芋
分

　
二
㎞
中
学
隻
・
｝
般

ナイター野球成績表

順泣 チ　ー　ム　名 勝一敗一分 勝率 得失点差

1 ささのファイターズ 玉o－e i，000 73

2 大　　　　　樫 7－2一一ユ 778 48

3 JA松之出町 7－2一王 778 22

4 キ　　ャ　メ　ル 6－3一玉 667 至9

5 コ　ン　ゴ　ー　ズ 6－4 600 20

6 ベ　　ア　ー　ズ 5－5 5Go 21

7 豊原トンネルズ 凄一5一王 444 △32

8 鷹ノ湯ウイングス 3－7 300 △28

9 ジュリアナ東京 2－8 200 △33

10 浦　　　　　磁 2－8 2GO △42

n ダイ　ゴ　ンズ 1－9 王00 △68

　
歴
史
罠
総
資
料
館
で
は
、
籔
田
出

身
の
故
保
坂
玉
泉
幾
の
特
甥
展
を
開

催
し
豪
す
．

　
保
坂
氏
は
観
膏
轡
住
職
、
駒
沢
大

掌
教
授
、
同
大
学
総
長
を
歴
任
す
る

な
ど
、
多
方
画
龍
わ
た
っ
て
瀟
躍
さ

れ
る
｝
方
、
芸
術
文
化
薗
に
お
け
る

酒
動
も
顕
著
で
、
霧
を
中
心
に
数
々

の
作
編
を
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
紅
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
臼
　
九
月
二
十
三
矯
（
木
）
か

　
　
　
　
　
ら
十
｝
月
釆
畷
ま
で

▼
会
　
場
　
歴
史
幾
総
資
料
館

　
公
罠
館
で
は
、
十
月
十
五
B
か
ら

十
七
撮
ま
で
大
島
村
で
開
催
さ
れ
る

郡
美
術
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
出
鹸
点
数
は
｝
人
三
点
以
内
で
、

絵
爾
、
彫
難
・
工
芸
、
簿
道
、
写
真

の
幽
部
門
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
撮
は
、
十
月
…
繍
か
ら
六
揖
の

閥
に
公
幾
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
今
か
ら
で
も
作
品
づ
く
り
に
間
紅

禽
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
品
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
公
鋭
館
ま
で
．

地
区
婦
人
有
権
者
研
修
会

　
八
月
二
十
鰻
摂
、
町
役
麟
と
薬
落

役
嚢
合
わ
せ
て
三
名
が
、
上
越
地
区

嬬
人
奮
権
蕎
羅
修
企
に
出
耀
し
て
義

ま
し
た
。

　
婦
人
禽
権
暫
の
政
治
意
識
の
両
h

と
、
今
後
の
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

へ
の
積
極
的
な
滲
加
を
求
め
る
た
め

の
硫
修
会
で
し
た
が
、
内
客
は
映
画

鑑
賞
（
女
性
闘
人
の
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
箏
鋼
発
衷
）
と
、
教
欝
セ
ン

タ
ー
所
長
小
林
新
治
先
生
の
講
演
会

（
演
題
ー
私
た
ち
の
美
の
心
）
、
そ

し
て
黒
分
科
会
に
分
か
れ
て
「
政
漉

家
の
寄
附
禁
慮
に
つ
い
て
し
緬
し
合

い
ま
し
た
。

　
平
成
二
銀
に
公
職
選
挙
法
が
改
飯

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
勢
近
か
な
選

挙
に
も
寄
鮒
禁
鑑
轡
い
ろ
ん
な
謝
限

が
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、

　
各
市
溝
村
の
代
衷
か
穿
身
近
か
な

扇
例
発
褒
や
、
泌
に
触
れ
る
か
ど
う

か
と
い
っ
た
き
わ
ど
い
欝
問
な
ど
が

あ
つ
て
、
欝
願
顯
心
の
薄
い
選
拳
法

に
つ
い
て
矩
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
漉
意
し
て
、

明
る
い
選
挙
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
政
治
家
の
寄
附
禁
正

　
政
治
家
（
候
補
鞍
、
繧
補
饗
と
な

ろ
う
と
す
る
暫
及
び
規
に
公
職
に
あ

る
蕎
）
は
、
窃
附
を
す
る
と
処
劉
さ

れ
ま
す
。

▼
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

　
要
求
の
禁
止

　
衛
権
溜
力
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は

政
治
家
を
脇
れ
る
霞
的
で
寄
鮒
を
求

め
る
と
処
溺
さ
れ
ま
す
、

▼
後
援
圃
俸
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
隣
体
が
、
花
輪
・
香
曲
？
祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
，
」
さ
れ
ま
す
。

　
八
翔
　
シ
ヒ
総
町
罠
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
《
は
、
十
月
六
磁
浦
川
漂

村
で
鯛
催
さ
れ
る
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
†
選
会
を
兼
ね
て
お
り
、
ど

の
チ
ー
ム
も
郡
穴
会
を
め
ざ
し
て
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
．

　
午
蔚
は
予
選
り
ー
グ
が
行
わ
れ
、

餐
ブ
欝
ッ
ク
の
一
位
六
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
。

　
予
選
の
途
中
か
ら
降
り
出
し
た
雨

は
だ
ん
だ
ん
強
く
な
り
、
午
後
予
定

し
て
い
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
九

月
黒
環
午
離
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
達
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、
　
｝
打
の

ミ
ス
が
勝
敗
を
左
窟
す
る
た
め
、
選

手
は
慎
璽
に
措
っ
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
φ
、
す
。

一
位
　
湯
本

二
位
　
松
之
由
A

三
位
　
松
之
山
B

　
ま
た
、
郡
ふ
八
瓜
獣
に
出
場
す
る
穴
チ

ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
湯
本
　
松
之
由
A
　
松
之
山
B

黒
倉
球
友
B
黒
倉
球
友
C

蕎
砂
会
A

　
松
之
由
町
爵
鶴
國
の
薮
さ
ん
が
、

八
月
二
十
二
醸
轡
上
欝
で
闘
催
さ
れ

た
県
膏
驚
火
、
会
の
卓
球
で
三
位
に
入

鱒
し
ま
し
た
。

　
．
欝
年
鱒
の
皆
さ
ん
は
、
t
月
圏
繕

松
之
山
跡
で
開
催
さ
れ
た
郡
鷺
年
大

会
で
総
瓜
優
勝
し
、
稟
球
は
郡
の
代

褒
と
な
り
ま
し
た
。

　
繍
、
大
会
は
醐
人
戦
を
先
に
行
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
全
舞
｝
醸
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
鐡
傭
戦
鳳
、
準
決
勝
で
優
勝
し
た

長
岡
帯
チ
ー
ム
と
楽
っ
て
し
ま
い
、

最
後
豪
で
頑
張
り
ま
し
た
が
あ
漸
二

歩
及
ぴ
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
し
か
し
、
県
内
の
強
豪
を
癩
、
手
ば

亙
角
の
試
禽
を
し
た
こ
と
は
、
今
後

の
自
信
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

∞｝、

葛
橋
講
蕎
難
鵜
螢
翻
羅
慧
騰
欝
灘
藤
脊
炎
畿
磯
欝
陽
、

入賞を喜ぶ選手の皆さん

　
松
之
山
中
掌
校
鷺
奪
の
高
橋
千
春

く
ん
く
黒
倉
・
林
）
が
、
八
月
十
八

高橋・干春くん

田
神
芦
市
で
開
催
さ
れ
た
全
國
㌻
．
掌

校
総
禽
体
欝
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
．

　
嵩
橋
く
ん
は
一
、
瀧
○
O
m
遼
に

出
場
し
、
脳
分
十
二
秒
一
五
で
構
し

く
も
決
勝
進
繊
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。　

し
か
し
、
約
九
十
人
が
参
加
し
た

種
目
で
中
位
の
成
績
な
の
で
、
今
後

の
健
闘
が
期
待
で
き
ま
す
．

　
な
お
、
北
蒲
漂
都
中
条
町
で
七
月

二
十
六
鷺
と
二
十
七
鷺
に
顯
聡
篠
禽
」
れ

た
、
懸
、
中
掌
校
総
合
体
膏
大
会
で
は

二
種
目
磁
入
賞
し
窪
し
た
。

◎
八
○
O
m
遼
二
位
　
2
分
0
2
秒
9

⑪
一
、
五
〇
〇
m
楚
二
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
分
捻
秒
i
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八
月
二
牽
二
擬
、
郡
内
少
鐸
野
球

親
鍍
大
会
が
松
代
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
．

　
松
之
由
町
か
　
は
、
公
幾
館
主
催

の
野
球
教
室
の
メ
ン
バ
…
が
出
場
し

ま
し
た
。

、
今
年
こ
そ
は
一
勝
を
」
と
、
子
供

た
ち
は
真
鋼
に
頑
張
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
黒
戦
二
敗
で
し
た
。

　
し
か
し
、
週
｝
鱗
の
練
習
で
強
豪

相
手
に
良
く
善
戦
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
教
窺
は
ま
だ
続
き
ま
す
の

で
、
来
年
の
｝
勝
を
目
標
に
練
習
し

て
く
だ
さ
い
、

　
五
月
二
牽
八
田
に
㎜
開
幕
し
た
ナ
イ

タ
…
野
球
は
、
長
雨
の
影
響
で
簸
終

試
禽
が
八
月
米
ま
で
ず
れ
込
み
、
八

月
三
十
｝
欝
よ
う
や
く
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
餓
だ
し
か
ら
好
調
な
「
さ

さ
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
し
が
、
牽
戦
十

勝
と
勉
チ
ー
ム
を
寄
せ
付
け
ず
優
勝

し
ま
し
た
。

　
萬
年
優
勝
の
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ン
ゴ
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は
地
チ

ー
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マ
ー
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あ
い
、
実
力
を
出

し
切
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に
五
位
と
な
っ
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し
ま
い

ま
し
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。

　
成
績
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下
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と
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。
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会
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月
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浦
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コ
ミ
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ー
前
を
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萌
九
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に
ス
タ
ー

ト
し
、
町
内
を
ま
わ
っ
て
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
…
蔚
に
ゴ
ー
ル
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ま
す
。

　
過
去
卜
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回
の
大
会
は
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て
松

黒
A
チ
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ム
が
優
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お
り
、
今

年
も
選
手
屡
の
漂
さ
か
ら
優
勝
候
補

の
筆
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に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル

す
る
レ
魚
、
巳
之
下
線
を
利
用
し
た
健

康
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
ま
す
．

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
当
霞
受
付
が
あ

り
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲
問
岡
士
で

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
磯
聞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
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総
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郡
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術
展
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作
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ま

す
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出
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点
数
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点
以
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で
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絵
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、
彫
難
・
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、
簿
道
、
写
真

の
幽
部
門
に
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て
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ま
す
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作
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は
、
十
月
…
繍
か
ら
六
揖
の

閥
に
公
幾
館
へ
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持
ち
く
だ
さ
い
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今
か
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で
も
作
品
づ
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り
に
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紅

禽
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
品
し
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く

だ
さ
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よ
う
お
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い
し
ま
す
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く
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鋭
館
ま
で
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地
区
婦
人
有
権
者
研
修
会

　
八
月
二
十
鰻
摂
、
町
役
麟
と
薬
落

役
嚢
合
わ
せ
て
三
名
が
、
上
越
地
区

嬬
人
奮
権
蕎
羅
修
企
に
出
耀
し
て
義

ま
し
た
。

　
婦
人
禽
権
暫
の
政
治
意
識
の
両
h

と
、
今
後
の
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

へ
の
積
極
的
な
滲
加
を
求
め
る
た
め

の
硫
修
会
で
し
た
が
、
内
客
は
映
画

鑑
賞
（
女
性
闘
人
の
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
箏
鋼
発
衷
）
と
、
教
欝
セ
ン

タ
ー
所
長
小
林
新
治
先
生
の
講
演
会

（
演
題
ー
私
た
ち
の
美
の
心
）
、
そ

し
て
黒
分
科
会
に
分
か
れ
て
「
政
漉

家
の
寄
附
禁
慮
に
つ
い
て
し
緬
し
合

い
ま
し
た
。

　
平
成
二
銀
に
公
職
選
挙
法
が
改
飯

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
勢
近
か
な
選

挙
に
も
寄
鮒
禁
鑑
轡
い
ろ
ん
な
謝
限

が
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、

　
各
市
溝
村
の
代
衷
か
穿
身
近
か
な

扇
例
発
褒
や
、
泌
に
触
れ
る
か
ど
う

か
と
い
っ
た
き
わ
ど
い
欝
問
な
ど
が

あ
つ
て
、
欝
願
顯
心
の
薄
い
選
拳
法

に
つ
い
て
矩
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
漉
意
し
て
、

明
る
い
選
挙
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
政
治
家
の
寄
附
禁
正

　
政
治
家
（
候
補
鞍
、
繧
補
饗
と
な

ろ
う
と
す
る
暫
及
び
規
に
公
職
に
あ

る
蕎
）
は
、
窃
附
を
す
る
と
処
劉
さ

れ
ま
す
。

▼
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

　
要
求
の
禁
止

　
衛
権
溜
力
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は

政
治
家
を
脇
れ
る
霞
的
で
寄
鮒
を
求

め
る
と
処
溺
さ
れ
ま
す
、

▼
後
援
圃
俸
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
隣
体
が
、
花
輪
・
香
曲
？
祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
，
」
さ
れ
ま
す
。

　
八
翔
　
シ
ヒ
総
町
罠
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
《
は
、
十
月
六
磁
浦
川
漂

村
で
鯛
催
さ
れ
る
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
†
選
会
を
兼
ね
て
お
り
、
ど

の
チ
ー
ム
も
郡
穴
会
を
め
ざ
し
て
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
．

　
午
蔚
は
予
選
り
ー
グ
が
行
わ
れ
、

餐
ブ
欝
ッ
ク
の
一
位
六
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
。

　
予
選
の
途
中
か
ら
降
り
出
し
た
雨

は
だ
ん
だ
ん
強
く
な
り
、
午
後
予
定

し
て
い
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
九

月
黒
環
午
離
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
達
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、
　
｝
打
の

ミ
ス
が
勝
敗
を
左
窟
す
る
た
め
、
選

手
は
慎
璽
に
措
っ
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
φ
、
す
。

一
位
　
湯
本

二
位
　
松
之
由
A

三
位
　
松
之
山
B

　
ま
た
、
郡
ふ
八
瓜
獣
に
出
場
す
る
穴
チ

ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
湯
本
　
松
之
由
A
　
松
之
山
B

黒
倉
球
友
B
黒
倉
球
友
C

蕎
砂
会
A

　
松
之
由
町
爵
鶴
國
の
薮
さ
ん
が
、

八
月
二
十
二
醸
轡
上
欝
で
闘
催
さ
れ

た
県
膏
驚
火
、
会
の
卓
球
で
三
位
に
入

鱒
し
ま
し
た
。

　
．
欝
年
鱒
の
皆
さ
ん
は
、
t
月
圏
繕

松
之
山
跡
で
開
催
さ
れ
た
郡
鷺
年
大

会
で
総
瓜
優
勝
し
、
稟
球
は
郡
の
代

褒
と
な
り
ま
し
た
。

　
繍
、
大
会
は
醐
人
戦
を
先
に
行
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
全
舞
｝
醸
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
鐡
傭
戦
鳳
、
準
決
勝
で
優
勝
し
た

長
岡
帯
チ
ー
ム
と
楽
っ
て
し
ま
い
、

最
後
豪
で
頑
張
り
ま
し
た
が
あ
漸
二

歩
及
ぴ
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
し
か
し
、
県
内
の
強
豪
を
癩
、
手
ば

亙
角
の
試
禽
を
し
た
こ
と
は
、
今
後

の
自
信
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

∞｝、

葛
橋
講
蕎
難
鵜
螢
翻
羅
慧
騰
欝
灘
藤
脊
炎
畿
磯
欝
陽
、

入賞を喜ぶ選手の皆さん

　
松
之
山
中
掌
校
鷺
奪
の
高
橋
千
春

く
ん
く
黒
倉
・
林
）
が
、
八
月
十
八

高橋・干春くん

田
神
芦
市
で
開
催
さ
れ
た
全
國
㌻
．
掌

校
総
禽
体
欝
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
．

　
嵩
橋
く
ん
は
一
、
瀧
○
O
m
遼
に

出
場
し
、
脳
分
十
二
秒
一
五
で
構
し

く
も
決
勝
進
繊
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。　

し
か
し
、
約
九
十
人
が
参
加
し
た

種
目
で
中
位
の
成
績
な
の
で
、
今
後

の
健
闘
が
期
待
で
き
ま
す
．

　
な
お
、
北
蒲
漂
都
中
条
町
で
七
月

二
十
六
鷺
と
二
十
七
鷺
に
顯
聡
篠
禽
」
れ

た
、
懸
、
中
掌
校
総
合
体
膏
大
会
で
は

二
種
目
磁
入
賞
し
窪
し
た
。

◎
八
○
O
m
遼
二
位
　
2
分
0
2
秒
9

⑪
一
、
五
〇
〇
m
楚
二
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
分
捻
秒
i

イ7



l
o
o
①
1

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
9
／
刻
～
3
0

　
こ
の
運
働
は
、
県
災
一
人
一
入
に

交
通
安
全
歎
識
を
普
及
し
、
交
逓
安

全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

圧
し
い
論
父
凝
｝
ル
…
ル
と
轡
父
覇
｝
マ
ナ
…

の
実
践
を
翌
償
付
け
る
こ
と
に
レ
湊
り
、

轟
父
通
獣
マ
故
帖
助
魚
の
徹
底
を
泌
｝
る
こ
と

を
轡
的
と
し
て
い
ま
す
、

　
ス
欝
ー
ガ
ン
と
し
て

　
夜
の
道
　
わ
が
身
を
穿
る

　
　
　
　
明
る
い
服
装

　
叢
点
箏
項
は
次
の
黒
点
で
す
。

｝
、
蔑
齢
者
の
横
断
事
故
防
止

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
藩
用
の
徽
底

三
、
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯

　
ま
た
、
近
年
韓
な
い
最
悪
ぺ
ー
ス

で
増
え
て
い
る
交
遜
審
故
死
心
饗
を

減
ら
す
た
め
、
新
潟
漿
で
は
牽
月
ま

で
シ
…
ト
ベ
ル
ト
一
〇
〇
％
蕎
用
推

進
運
鋤
を
実
施
し
て
い
ま
す
ゆ

　
ス
ロ
…
ガ
ン
は

　
シ
聾
ト
ベ
ル
ト
　
か
け
て
安
心

　
　
　
　
心
㍍
ゆ
と
り

　
｝
人
｝
人
が
交
通
ル
…
ル
を
嘗
り
、

お
互
い
に
事
敵
を
趨
昏
な
い
よ
う
、

象
た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
餓
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
、
昼

N
T
T
安
塚
営
業
所
が

　
　
　
　
　
　
　
上
越
支
店
に
統
合
さ
れ
ま
す

　
東
頸
城
都
内
（
牧
村
除
く
〉
を
管

轄
し
て
い
ま
す
聾
T
T
蜜
塚
営
業
漸

が
、
九
月
十
七
欝
を
も
っ
て
上
越
支

店
に
統
合
さ
れ
濠
す
。

　
九
月
十
八
鷺
以
降
の
留
種
業
務
は

次
の
よ
う
紅
変
わ
り
ま
す
．

▼
電
謡
の
新
設
・
移
転
等
の
申
し
込

　
み
、
電
話
は
関
す
る
聞
い
合
わ
せ

　
”
燭
番
な
し
の
｝
｝
六

▼
電
話
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
費
〇
二
五
五
…
闘
三
…
二
八
○
○

▼
故
瞳
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
騰
爵
な
し
の
一
ご
諾

▼
電
報
の
申
し
込
み

　
燭
番
な
し
の
一
…
鷺

▼
N
T
T
上
越
支
店
趨
照
窓
P

　
〒
九
囎
黒

　
上
越
市
漸
城
購
三
…
七
…
蕊

燈
○
二
鷺
践
…
凶
繭
…
八
〇
三
一

隠辮難
短
歌

‘8

　
少
年
ら
自
転
魚
－
癖
楠
ね
ス
イ
ス
イ
と

　
　
　
　
　
風
切
っ
て
行
く
す
す
き
野
道
を

　
盆
三
賃
雨
に
崇
ら
れ
さ
む
ざ
む
と

　
　
　
　
　
体
育
館
に
盆
踊
導
の
燈

　
久
方
に
こ
の
道
筋
の
サ
ル
ビ
ア
は

　
　
　
　
　
朝
爲
明
り
に
炎
立
ち
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
畔
へ
栄
屋
｝

酬㎜｝　
俳
旬

雨
の
臼
は
林
間
を
飛
ぶ
お
に
や
ん
ま

座
り
込
み
む
く
む
く
生
え
し
草
む
し
る

ニ
イ
ニ
イ
輝
祈
る
思
い
に
聞
き
に
け
η

　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
　
商
歩

踏
み
こ
み
し
戸
隠
高
原
今
β
の
秋

今
朝
の
秋
奥
社
ニ
キ
資
と
杉
木
立

今
積
の
秋
膏
リ
ン
ゴ
と
ク
ラ
ス
会

立
秋
の
迫
る
戸
隠
車
窓
迄

　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢

ハ
上
内
屋
）

流
石
へ
丸
5

川

柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
め

紫
陽
花
の
ご
都
合
な
ど
は
闘
か
ぬ
長
雨

上
睦
へ
先
ず
は
菊
鉢
避
難
す
る

刈
半
は
音
立
て
て
飲
む
鯉
に
や
弓

三
年
は
生
き
る
つ
も
り
の
臼
記
帳

　
　
　
　
　
　
黒
倉
　
華
封
　
正
孝
二
枚
鶴
〉

詩時
が
つ
く
る
も
の
を
待
っ
て

ま
な
ざ
し
カ

な
り
て
ゆ
く

答
え
ぬ
ま
ま

ひ
そ
や
か
に

人
で
は
な
く

は
じ
め
て
害
葉
に

心
う
つ
　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

夏
が
ゆ
く

待
っ
て
い
た
の
は

時
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

ひ
と
つ
の
あ
き
ら
め
を

ひ
と
つ
の
実
と
す
る
た
め
に

さ
ら
に
い
く
つ
も
の
　
季
節
を
待
つ

い
つ
か
答
え
が
　
わ
が
内
で

真
珠
と
化
し
て

深
く
鈍
い
光
り
を
放
つ
ま
で

　
　
　
　
　
　
天
水
島
　
商
橋
　
玲
子

申

山

◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
章

　
な
お
、
難
解
な
漠
字
及
び
読
み
方
に
は
必
ず
、

　
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
、

心｝心　　一　　｝｝
｝

〆

　　　特例免許更新のご案内
〉鍛　購　憩月6臼（水〉肇前9蒔一畦i隣塞で受付

　　　　　　　　　午後王隠一3蒔まで講習会

レ場　漸　懲然休養村センター

＞持参ずるもの免許証印鑑写麹枚繋収入証紙2，80粥分

　　　　　　会費玉，500懸

＞苛の弛　年1回しか闘鯉じま慧んので、錆望餐は憲麗饗に受妙て

　　　　くださ賜

　　特別給付金が継続支給されます

＠特則給稚金の最終償還を終えた戦没者等の妻及び父母等に改めて

　特則給付金が支給されます。

◎第m回特溺給付金ヂい号」羅債を受けられた戦没者等の妻紅、額

　面麹0万円の特題給付金が支給されます。

◎第14灘特溺紹付金「い号」国債を受けられた戦没者の父母等紅、

　額面90万円の特溺給付金が支給されます。

◎請求手続き及び内容の詳総につきましては、役場の橿祉係へお問

　い合わせください．

公図の閲覧にも手数料が必要です
　近年地國に準ずる閣面（公籔）の閲覧が増茄し、その公麹の整備

や維持管理に多額ダ）経費が必要となってきました。

　このため、平成5年三（｝月王田より、公泌の閲覧に手数料三枚400

円（登記節紙〉を納めていただくことになりました。

　くわしくは、新潟地方法務局松代出張所〈費7－20報〉へお問い

合わせください．
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英
誘
を
学
ぶ
箏
は
難
し
い
で
す
ね
．

　
発
欝
を
鯉
解
す
る
の
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
勉
強
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
私
達
の
纏
来
に
郷
が
趨

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
う

の
で
す
。

　
私
達
が
ど
ん
な
仕
藩
を
す
る
に
せ

よ
、
い
つ
か
外
團
人
と
議
す
機
会
に

め
ぐ
り
合
う
か
も
惣
れ
ま
せ
ん
．

　
た
と
え
ば
、
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
だ
と
し
豪
し
ょ
う
。

　
侮
か
の
き
っ
か
け
で
、
そ
の
ス
ポ

ー
ツ
を
箆
る
た
め
に
外
灘
へ
行
け
る

機
会
を
持
つ
事
が
で
き
た
と
し
ま
す
。

　
そ
の
晦
、
英
語
を
謡
せ
る
な
ら
迷

わ
ず
行
く
翼
に
す
る
で
し
ょ
う
、

　
そ
し
て
行
っ
て
み
て
、
　
「
あ
あ
、

ポ
豪
紅
こ
の
試
禽
を
観
戦
で
き
て
良

か
つ
た
」
と
思
う
で
し
ょ
う
。

　
決
し
て
「
英
譲
の
擢
題
が
つ
ら
か

っ
た
な
あ
観
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ

う
。

　
た
だ
英
藷
の
勉
強
を
し
て
い
て
、

懲
分
の
や
り
た
い
纂
が
で
き
た
と
思

う
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
心

う
に
世
界
を
冤
て
い
る
の
か
と
い
う

箏
を
織
る
乎
掛
り
と
な
り
、
ま
た
自

麟
語
に
っ
い
て
も
改
め
て
緬
値
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
家
す
．

　
松
之
由
は
、
温
撮
と
美
し
い
虜
然

の
あ
る
所
で
す
。

　
纏
∵
果
、
外
瞳
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

達
が
訪
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
購
、
外
園
謙
を
話
せ
た
ら

な
ん
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　
い
つ
か
将
来
、
英
認
を
語
せ
る
こ

と
が
役
に
立
つ
覇
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
鷲
え
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。

　
た
と
え
今
、
英
藷
を
学
ぶ
箏
が
つ

ら
く
て
も
、
い
つ
か
そ
れ
を
生
か
せ

る
時
が
き
た
と
き
、
そ
の
著
労
は
霧

び
と
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　
（
原
文
は
英
藷
　
灘
畑
一
男
訳
〉

惣
の
墓
畢
ぶ
蓬
よ
ぞ
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l
o
o
①
1

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
9
／
刻
～
3
0

　
こ
の
運
働
は
、
県
災
一
人
一
入
に

交
通
安
全
歎
識
を
普
及
し
、
交
逓
安

全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

圧
し
い
論
父
凝
｝
ル
…
ル
と
轡
父
覇
｝
マ
ナ
…

の
実
践
を
翌
償
付
け
る
こ
と
に
レ
湊
り
、

轟
父
通
獣
マ
故
帖
助
魚
の
徹
底
を
泌
｝
る
こ
と

を
轡
的
と
し
て
い
ま
す
、

　
ス
欝
ー
ガ
ン
と
し
て

　
夜
の
道
　
わ
が
身
を
穿
る

　
　
　
　
明
る
い
服
装

　
叢
点
箏
項
は
次
の
黒
点
で
す
。

｝
、
蔑
齢
者
の
横
断
事
故
防
止

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
藩
用
の
徽
底

三
、
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯

　
ま
た
、
近
年
韓
な
い
最
悪
ぺ
ー
ス

で
増
え
て
い
る
交
遜
審
故
死
心
饗
を

減
ら
す
た
め
、
新
潟
漿
で
は
牽
月
ま

で
シ
…
ト
ベ
ル
ト
一
〇
〇
％
蕎
用
推

進
運
鋤
を
実
施
し
て
い
ま
す
ゆ

　
ス
ロ
…
ガ
ン
は

　
シ
聾
ト
ベ
ル
ト
　
か
け
て
安
心

　
　
　
　
心
㍍
ゆ
と
り

　
｝
人
｝
人
が
交
通
ル
…
ル
を
嘗
り
、

お
互
い
に
事
敵
を
趨
昏
な
い
よ
う
、

象
た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
餓
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
、
昼

N
T
T
安
塚
営
業
所
が

　
　
　
　
　
　
　
上
越
支
店
に
統
合
さ
れ
ま
す

　
東
頸
城
都
内
（
牧
村
除
く
〉
を
管

轄
し
て
い
ま
す
聾
T
T
蜜
塚
営
業
漸

が
、
九
月
十
七
欝
を
も
っ
て
上
越
支

店
に
統
合
さ
れ
濠
す
。

　
九
月
十
八
鷺
以
降
の
留
種
業
務
は

次
の
よ
う
紅
変
わ
り
ま
す
．

▼
電
謡
の
新
設
・
移
転
等
の
申
し
込

　
み
、
電
話
は
関
す
る
聞
い
合
わ
せ

　
”
燭
番
な
し
の
｝
｝
六

▼
電
話
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
費
〇
二
五
五
…
闘
三
…
二
八
○
○

▼
故
瞳
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
騰
爵
な
し
の
一
ご
諾

▼
電
報
の
申
し
込
み

　
燭
番
な
し
の
一
…
鷺

▼
N
T
T
上
越
支
店
趨
照
窓
P

　
〒
九
囎
黒

　
上
越
市
漸
城
購
三
…
七
…
蕊

燈
○
二
鷺
践
…
凶
繭
…
八
〇
三
一

隠辮難
短
歌

‘8

　
少
年
ら
自
転
魚
－
癖
楠
ね
ス
イ
ス
イ
と

　
　
　
　
　
風
切
っ
て
行
く
す
す
き
野
道
を

　
盆
三
賃
雨
に
崇
ら
れ
さ
む
ざ
む
と

　
　
　
　
　
体
育
館
に
盆
踊
導
の
燈

　
久
方
に
こ
の
道
筋
の
サ
ル
ビ
ア
は

　
　
　
　
　
朝
爲
明
り
に
炎
立
ち
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
畔
へ
栄
屋
｝

酬㎜｝　
俳
旬

雨
の
臼
は
林
間
を
飛
ぶ
お
に
や
ん
ま

座
り
込
み
む
く
む
く
生
え
し
草
む
し
る

ニ
イ
ニ
イ
輝
祈
る
思
い
に
聞
き
に
け
η

　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
　
商
歩

踏
み
こ
み
し
戸
隠
高
原
今
β
の
秋

今
朝
の
秋
奥
社
ニ
キ
資
と
杉
木
立

今
積
の
秋
膏
リ
ン
ゴ
と
ク
ラ
ス
会

立
秋
の
迫
る
戸
隠
車
窓
迄

　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢

ハ
上
内
屋
）

流
石
へ
丸
5

川

柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
め

紫
陽
花
の
ご
都
合
な
ど
は
闘
か
ぬ
長
雨

上
睦
へ
先
ず
は
菊
鉢
避
難
す
る

刈
半
は
音
立
て
て
飲
む
鯉
に
や
弓

三
年
は
生
き
る
つ
も
り
の
臼
記
帳

　
　
　
　
　
　
黒
倉
　
華
封
　
正
孝
二
枚
鶴
〉

詩時
が
つ
く
る
も
の
を
待
っ
て

ま
な
ざ
し
カ

な
り
て
ゆ
く

答
え
ぬ
ま
ま

ひ
そ
や
か
に

人
で
は
な
く

は
じ
め
て
害
葉
に

心
う
つ
　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

夏
が
ゆ
く

待
っ
て
い
た
の
は

時
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

ひ
と
つ
の
あ
き
ら
め
を

ひ
と
つ
の
実
と
す
る
た
め
に

さ
ら
に
い
く
つ
も
の
　
季
節
を
待
つ

い
つ
か
答
え
が
　
わ
が
内
で

真
珠
と
化
し
て

深
く
鈍
い
光
り
を
放
つ
ま
で

　
　
　
　
　
　
天
水
島
　
商
橋
　
玲
子

申

山

◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
章

　
な
お
、
難
解
な
漠
字
及
び
読
み
方
に
は
必
ず
、

　
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
、

心｝心　　一　　｝｝
｝

〆

　　　特例免許更新のご案内
〉鍛　購　憩月6臼（水〉肇前9蒔一畦i隣塞で受付

　　　　　　　　　午後王隠一3蒔まで講習会

レ場　漸　懲然休養村センター

＞持参ずるもの免許証印鑑写麹枚繋収入証紙2，80粥分

　　　　　　会費玉，500懸

＞苛の弛　年1回しか闘鯉じま慧んので、錆望餐は憲麗饗に受妙て

　　　　くださ賜

　　特別給付金が継続支給されます

＠特則給稚金の最終償還を終えた戦没者等の妻及び父母等に改めて

　特則給付金が支給されます。

◎第m回特溺給付金ヂい号」羅債を受けられた戦没者等の妻紅、額

　面麹0万円の特題給付金が支給されます。

◎第14灘特溺紹付金「い号」国債を受けられた戦没者の父母等紅、

　額面90万円の特溺給付金が支給されます。

◎請求手続き及び内容の詳総につきましては、役場の橿祉係へお問

　い合わせください．

公図の閲覧にも手数料が必要です
　近年地國に準ずる閣面（公籔）の閲覧が増茄し、その公麹の整備

や維持管理に多額ダ）経費が必要となってきました。

　このため、平成5年三（｝月王田より、公泌の閲覧に手数料三枚400

円（登記節紙〉を納めていただくことになりました。

　くわしくは、新潟地方法務局松代出張所〈費7－20報〉へお問い

合わせください．

耀
ー
キ
ャ
サ
リ
ー
ン
さ
ん
の
随
籔
コ
ー
ナ
ー
ー
ー
ー
ー
識

輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣

㎜
　
　
な
ぜ
英
語
を
勉
強
す
る
の
か
　
　
　
　
　
　
∞㎜

幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

留骸塊⑳
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
み
の
　
　
4

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
、
ち

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
ぺ

｛
瓢

　
　
醍
雲
．
採
、
集

小
ξ
乙
た
裂

　
　
ク

　
　
　
，
　
　
　
　
、

熱
趨

　　　　v

3
．

さ
ノ
を
ノ

婁
ー
ワ
ノ

　
　
ペ

リ
リ
ワ
4
＼

　
リ
ワ
ル
／
’

　
　
を
　
　
　
る
き
ヤ

撚毎
麹
冠
輪
，

　
　
　
　
　
　
　
　
沈

　
　
　
　
　
　
　
　
春

　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
噸
．

　
　
　
　
　
　
鐙

　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
才

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
う

り
　
、墜

へ
く
　
で
き

親
嶽
の

宕
々

　
か
な〃～’／1

、1鱗湧

　
な
、縞蔦

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊踊　　　　　　　　　　　　　　　　　　断輔　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　♪幽　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　榊榊　　　　　　　　　　囲断　　　　　　　　　断　　　　　　　一　　　　　　醐η　　　　一6》◆　　　一一鞭融’

　
英
誘
を
学
ぶ
箏
は
難
し
い
で
す
ね
．

　
発
欝
を
鯉
解
す
る
の
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
勉
強
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
私
達
の
纏
来
に
郷
が
趨

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
う

の
で
す
。

　
私
達
が
ど
ん
な
仕
藩
を
す
る
に
せ

よ
、
い
つ
か
外
團
人
と
議
す
機
会
に

め
ぐ
り
合
う
か
も
惣
れ
ま
せ
ん
．

　
た
と
え
ば
、
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
だ
と
し
豪
し
ょ
う
。

　
侮
か
の
き
っ
か
け
で
、
そ
の
ス
ポ

ー
ツ
を
箆
る
た
め
に
外
灘
へ
行
け
る

機
会
を
持
つ
事
が
で
き
た
と
し
ま
す
。

　
そ
の
晦
、
英
語
を
謡
せ
る
な
ら
迷

わ
ず
行
く
翼
に
す
る
で
し
ょ
う
、

　
そ
し
て
行
っ
て
み
て
、
　
「
あ
あ
、

ポ
豪
紅
こ
の
試
禽
を
観
戦
で
き
て
良

か
つ
た
」
と
思
う
で
し
ょ
う
。

　
決
し
て
「
英
譲
の
擢
題
が
つ
ら
か

っ
た
な
あ
観
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ

う
。

　
た
だ
英
藷
の
勉
強
を
し
て
い
て
、

懲
分
の
や
り
た
い
纂
が
で
き
た
と
思

う
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
心

う
に
世
界
を
冤
て
い
る
の
か
と
い
う

箏
を
織
る
乎
掛
り
と
な
り
、
ま
た
自

麟
語
に
っ
い
て
も
改
め
て
緬
値
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
家
す
．

　
松
之
由
は
、
温
撮
と
美
し
い
虜
然

の
あ
る
所
で
す
。

　
纏
∵
果
、
外
瞳
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

達
が
訪
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
購
、
外
園
謙
を
話
せ
た
ら

な
ん
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　
い
つ
か
将
来
、
英
認
を
語
せ
る
こ

と
が
役
に
立
つ
覇
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
鷲
え
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。

　
た
と
え
今
、
英
藷
を
学
ぶ
箏
が
つ

ら
く
て
も
、
い
つ
か
そ
れ
を
生
か
せ

る
時
が
き
た
と
き
、
そ
の
著
労
は
霧

び
と
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　
（
原
文
は
英
藷
　
灘
畑
一
男
訳
〉

惣
の
墓
畢
ぶ
蓬
よ
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灘

野
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擁
．灘
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　　　‘ナす組

たかはしなつみさん

　（天水島審楽）

おとうとが砂あそびをしているところ

ξ　隠泉センター1翠の湯
　　　　　　ニ

ぽき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

19月，拍。2日1柏。2日

1　9日・24日i舶・30日

1紛月陣・．1登即5日

おめ1罎庭（醐箋》　　　（生年月縫〉

ンう

峯ちゃん　解藤淳・一・芳江さんの二男

　　　　松之鋤（拍葉。屋）　5・8・幻

　　琶篭　　嵩、　　　盈・’
　　羅　駕騰＝　・．

　　りす組

たかはしあきさん

　（湯本鍍新〉

わたしがなわとびを

しているところ

お《紗ゐ《蹴》　　（死欝朋）

橿原　平蔵さん　78歳

　　　　　天水越（よろずや〉5・8・3

村山ミサヲさん　67歳

　　　　　坪野（がに沢）　5・8・8
村山　葺シさん　92歳

　　　　　湯山（中屋）　　　5・8・捻

山岸松蔵さん82歳

　　　　　新由（桶やさ）　　5・8・勝

本山　高蔵さん88歳

　　　　　照麦立（古塵敷）　5・8・23

※8月1欝から鍛冒までの趨出分です。

▼
8
月
の
で
き
ご
と

3
鷺
　
腰
業
共
済
連
絡
舞
会
義

　
　
毘
盤
幾
員
協
議
瓜
。

2726　 222（｝　王9　 三284欝El　印1ヨ　　績　　鷺欝鐵

港
人
ク
ラ
ブ
篇
．
長
会
礒

真
．
機
の
　
ま
つ
り

欝
険
掌
校

（
鷺
鷺
ま
で
・
大
厳
寺
嵩
原
等
）

磁
期
山
村
融
」

　
（
2
4
臓
濠
で
・
浦
田
地
鷺
）

戦
没
餐
慰
醗
祭

驚
厩
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
騎
罠
体
脊
館
）

農
業
委
輿
会
総
会

購
ゲ
ー
ト
ボ
享
ル
大
会

　
（
9
月
3
田
も
萄
）

▼
9
月
”
無
～
麺
月
紛
β
の
予
定

支062722蒙8工4
鷺　 繕　 貨　ε蓬　漏　 ξヨ

駿
突
観
察
教
窯

親
罫
映
爾
の
タ
ベ

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
）

識
会
驚
例
会
（
銘
闘
も
奮
）

特
鯛
免
許
璽
新

第
1
2
闘
職
駅
伝
大
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン

き
の
こ
狩
り
大
会

（
大
厳
寺
嵩
漂
・
”
醸
も
禽
）

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
低
灘
と
藁
爾
で
獺
の
発
脅
が
大
轍

，
に
遅
れ
て
い
ま
す
．

　
例
年
だ
と
九
月
季
ノ
畷
か
ら
穏
刈

．
り
が
始
ま
り
ま
寛
が
、
今
薦
は
累
く

㎜
ヅ
、
九
月
下
旬
、
遅
い
所
だ
と
十
懲
ー

．
旬
に
ず
れ
込
み
そ
う
で
す
。

　
L
越
地
方
の
作
況
指
数
は
や
や
不

㎜
鍵
の
九
牽
七
だ
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
指
数
も
今
後
の
災

■
候
の
鐡
復
を
期
袴
し
壁
、
の
数
掌
の
た

・
め
、
実
際
の
作
柄
と
は
大
き
く
異
な

』
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
購
天
の
沼
が
続
き
、
遅

』
れ
て
い
る
獺
の
発
鷺
が
少
し
で
も
醸

復
す
る
と
良
い
で
す
ね
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

九
月
一
鷺
の
人
爲

総
人
環
／
三
、
六
置
○
（
▲
六
〉

　
　
男
／
一
、
七
八
二
（
▲
三
）

　
　
女
／
一
、
八
六
八
（
▲
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
セ
九
（
▲
…
）

（
　
）
内
は
八
月
｝
黛
と
の
比
較
　
・

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
弩

平
成
五
年
九
月
牽
繍
発
行

発
行
／
獅
潟
県
松
之
山
跡

　
　
　
劔
黛
灘
九
－
六
－
鷺
欝
二

　
F
A
X
⇔
織
甕
　
…
ハ
ー
黒
誠
…
五

編
集
／
総
務
諜

翻籔3塾0購劔．2遡

Y

駒
蔑

広報

台風を吹き飛ばすほど威勢の良かった女性みこし（槻螺り〉

鰻今月号の話題鰻
9月窟弼議会一◆一…一‘蟹一一・一2

平成4年度決算一…一一・・一一…3

老人保健編祉計醐調鷹結果…………4・5

松之由祭り…一…………“・一』………・…6

新潟県少年の主張東頸地区大会作最

　　　　　　　　　　感・ゆ一。り…一一・8．9

9月のフオトニ・ユース……φ・・………王0・n

集落探訪（水梨）……一……一・…∴…稔

公罠館だより………一……・…………・…14
今年も縮刈り体験に訪れた敬瀦学園高校の皆さん


